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２月１５日号
No.１１０６

２忘れず税の申告を

保存版 東大阪消防広報

３市民交通災害・火災共済２月１５日から受付

６・７ 花園ラグビー場スタジアムツアーを開催
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司
馬
�
太
郎
さ
ん
の

命
日
で
あ
る
２
月
１２
日

の「
菜
の
花
忌
」を
前
に

１
月
２８
日
と
２９
日
、
司

馬
�
太
郎
記
念
館
と
そ

の
周
辺
地
域
に
自
治
会

や
学
生
、
記
念
館
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
構
成
さ
れ

た
「
春
一
番
に
菜
の
花

忌
の
会
」
に
よ
っ
て
菜

の
花
が
飾
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
「
菜
の
花
忌
」

は
、
司
馬
�
太
郎
さ
ん

が
野
に
咲
く
菜
の
花
が

好
き
だ
っ
た
こ
と
、
作

品
の
中
に
「
菜
の
花
の

沖
」
と
い
う
小
説
が
あ

る
こ
と
に
由
来
し
て
い

ま
す
。
ま
た
こ
の
運
動

は
、
記
念
館
が
開
館
し

て
か
ら
１４
年
も
の
間
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

２８
日
は
、
記
念
館
内

に
菜
の
花
の
プ
ラ
ン
タ

ー
約
２
４
０
個
と
た
く

さ
ん
の
切
り
花
が
飾
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
翌
２９
日
、
近
鉄

八
戸
ノ
里
駅
・
河
内
小

阪
駅
か
ら
記
念
館
に
至

る
道
や
周
辺
の
ま
ち
か

ど
に
プ
ラ
ン
タ
ー
約
１

６
７
０
個
が
並
べ
ら
れ
、

ま
ち
が
菜
の
花
で
彩
ら

れ
ま
し
た（
写
真
上
）。

こ
の
日
の
飾
り
付
け
作

業
に
は
２３
団
体
、
約
１

２
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。参

加
し
た
葭
田
瑞
歩

さ
ん
（
府
立
布
施
高
校

野
球
部
１
年
）
は
「
高

校
入
学
当
時
、
菜
の
花

が
と
て
も
き
れ
い
だ
な

と
思
っ
て
い
た
の
で
、

実
際
に
飾
る
こ
と
が
で

き
て
嬉
し
か
っ
た
」
と

話
し
、
ま
た
迫
田
梨
沙

さ
ん
（
同
）
は
「
ま
ち

が
と
て
も
明
る
く
な
っ

て
、
幸
せ
な
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
」
と
笑
顔

で
話
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
の
菜
の
花
は
例

年
よ
り
早
咲
き
で
、
２

月
中
旬
に
見
頃
を
迎
え

そ
う
で
す
。

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
記
念

館
や
菜
の
花
で
彩
ら
れ

た
ま
ち
を
訪
れ
、
ひ
と

足
早
い
春
の
訪
れ
を
感

じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

司馬さんの書斎前に菜の花を
飾る府立布施高校生徒会「自
治会」の生徒（上）と、プラ
ンターの手入れをする同校野
球部の生徒ら（下）

高高校校生生ややボボラランンテティィアアららがが飾飾りり付付けけ

まちに菜の花を
咲かせよう

記
念
式
典
に
は
、
大
勢

の
市
民
の
ほ
か
、
大
阪
府

副
知
事
や
東
大
阪
市
選
出

の
国
会
議
員
、
府
議
会
議

員
、
八
尾
市
や
富
田
林
市

な
ど
近
隣
市
の
市
長
、
市

議
会
議
長
な
ど
も
出
席
さ

れ
ま
し
た
。

式
典
の
第
１
部
は
、
川

口
副
市
長
の
開
式
の
辞
で

始
ま
り
、
本
市
出
身

の
テ
ノ
ー
ル
歌
手
・

谷
浩
一
郎
さ
ん
に
よ

る
国
歌
斉
唱
が
行
わ

れ
、
さ
ら
に
市
合
唱

連
盟
の
皆
さ
ん
が
市

歌
・
お
祝
い
の
歌
を

披
露
し
ま
し
た
。

野
田
市
長
は
、
式

辞
の
中
で
「
こ
れ
ま

で
の
半
世
紀
に
わ
た

る
東
大
阪
市
の
歴
史

と
、
こ
れ
ま
で
の
市
勢
進

じ
ん

す
い

展
に
ご
尽
瘁
さ
れ
ま
し
た

多
く
の
方
々
に
深
い
敬
意

と
謝
意
を
表
し
ま
す
。
東

大
阪
市
が
、誇
り
や
愛
着
、

夢
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
と
な
る
よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
全
身
全
霊
を
捧
げ
て

ま
い
り
ま
す
」
と
述
べ
ま

し
た
。

ま
た
、
本
市
名
誉
市
民

の
山
中
伸
弥
さ
ん
か
ら
の

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
井

山
裕
太
さ
ん
か
ら
の
お
祝

い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
紹
介

さ
れ
、
来
場
者
は
真
剣
な

面
持
ち
で
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
市
政
の

発
展
、
公
共
の
福
祉
の
増

進
ま
た
は
社
会
文
化
の
進

展
に
寄
与
し
、
そ
の
功
労

が
特
に
顕
著
で
あ
る
有
功

者
と
し
て
、
寺
田
廣
昭
さ

ん
、平
田
正
造
さ
ん
、松
尾

恵
行
さ
ん
に
野
田
市
長
か

ら
有
功
章
を
贈
呈
。ま
た
、

市
政
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
貢
献
さ
れ
た
１
５
９
５

人
と
３３
団
体
の
市
政
功
労

者
と
、
篤
行
が
特
に
す
ぐ

れ
市
民
の
模
範
と
認
め
ら

れ
る
１
０
１
人
と
１
５
０

団
体
の
善
行
者
が
表
彰
さ

れ
、
永
年
在
職
議
員
表
彰

の
報
告
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
２
部
で
は
、
関
西
フ

ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽

団
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
コ

ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
迫

力
あ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
や
な

じ
み
の
映
画
音
楽
な
ど
９

曲
を
披
露
。最
後
に
、立
花

副
市
長
が
閉
式
の
辞
を
述

べ
式
典
は
終
了
し
ま
し
た
。

来
場
者
ら
は
、
こ
れ
ま

で
の
５０
年
の
歴
史
を
振
り

返
り
笑
顔
を
見
せ
る
な
ど

記
念
式
典
を
楽
し
み
ま
し

た
。

東
大
阪
市
が
市
制
施
行
５０
周
年
を
迎
え
た

こ
と
を
記
念
し
て
２
月
１
日
、
東
大
阪
ア
リ

ー
ナ
で
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
約
２
０
０
０

人
の
市
民
や
関
係
者
ら
が
来
場
し
ま
し
た
。

開
場
を
前
に
市
民
ら

で
に
ぎ
わ
う
ロ
ビ
ー

関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽

団
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト

厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
、

有
功
者
・
市
政
功
労
者

・
善
行
者
の
表
彰
が
行

わ
れ
ま
し
た

市市
制制
施施
行行
５５００
周周
年年
記記
念念
式式
典典
をを
挙挙
行行

輝輝
くく
未未
来来
へへ

歴歴
史史
とと
とと
もも
にに

侵入盗対策～家の周りは夜間でも明るくし、見通しのよい環境にしましょう ―東大阪市治安対策本部―

記
号
の
見
方
は
９
面
に
掲
載



３
月
１５
日
ま
で
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市
民
税
・

府
民
税
の
申
告

平
成
２８
年
１
月
１
日
か

ら
１２
月
３１
日
ま
で
の
間
に

得
た
収
入
に
か
か
る
平
成

２９
年
度
の
市
民
税
・
府
民

税
の
申
告
は
、
３
月
１５
日

�
ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
２
月
１６
日
�
か
ら
３

月
１５
日
�
ま
で
、
市
役
所

本
庁
舎
１
階
多
目
的
ホ
ー

ル
で
受
付
を
行
い
ま
す
。

原
則
土
・
日
曜
日
の
受
付

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
２
月

２５
日
�
９
時
〜
１２
時
と
２６

日
�
９
時
３０
分
〜
１６
時
に

限
り
、
受
付
を
行
い
ま
す

の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
左
表
の
と
お
り

市
民
プ
ラ
ザ
で
出
張
受
付

も
行
い
ま
す
。
会
場
や
時

間
を
確
認
の
う
え
、
お
越

し
く
だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
で
す

平
成
２９
年
１
月
１
日
現

在
、
市
内
に
居
住
す
る
方

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
と
き
は
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

【
前
年
中
に
収
入
が
あ

っ
た
場
合
】

▽
給
与
支
払
報
告
書
が

勤
務
先
か
ら
市
に
提
出
さ

れ
て
い
な
い

▽
給
与
所

得
以
外
の
所
得
や
年
金
収

入
な
ど
が
あ
る

※
い
ず
れ
も
税
務
署
に

所
得
税
の
確
定
申
告
を
す

る
場
合
を
除
く
。

【
前
年
中
に
収
入
が
な

か
っ
た
場
合
（
扶
養
家
族

の
方
を
除
く
）】

申
告
の
義
務
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
非
課
税
証
明
書

の
発
行
や
、
国
民
健
康
保

険
、
国
民
年
金
な
ど
の
保

険
料
の
算
出
や
軽
減
の
基

礎
資
料
と
な
り
ま
す
の
で
、

で
き
る
だ
け
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

【
所
得
減
少
減
免
を
申

告
ま
で
に
申
請
し
た
場
合
】

必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。

平
成
２９
年
度

個
人
住
民
税
の
税
制
改
正

平
成
２９
年
度
の
市
民
税

・
府
民
税
か
ら
適
用
さ
れ

る
主
な
改
正
点
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
給
与
所
得
控
除
の
上

限
額
の
変
更
】

給
与
所
得
控
除
が
見
直

さ
れ
、
平
成
２８
年
分
給
与

収
入
金
額
が
１
２
０
０
万

円
を
超
え
る
場
合
の
給
与

所
得
控
除
額
に
つ
い
て
は
、

２
３
０
万
円
の
定
額
と
な

り
ま
す
。
平
成
２９
年
分
以

降
は
、
１
０
０
０
万
円
を

超
え
る
場
合
の
給
与
所
得

控
除
額
は
２
２
０
万
円
に

引
き
下
げ
ま
す
（
下
表
参

照
）。【日

本
国
外
に
居
住
す

る
親
族
に
か
か
る
扶
養
控

除
な
ど
の
書
類
の
添
付
な

ど
が
義
務
化
】

個
人
住
民
税
（
市
民
税

・
府
民
税
）
申
告
な
ど
に

お
い
て
、
国
外
居
住
親
族

に
か
か
る
扶
養
控
除
な
ど

の
適
用
を
受
け
る
場
合
に

は
、
親
族
関
係
書
類
お
よ

び
送
金
関
係
書
類
の
添
付

ま
た
は
提
示
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
国
外
居
住
親
族

が
１６
歳
未
満
で
あ
っ
て
も
、

個
人
住
民
税
の
非
課
税
限

度
額
の
適
用
を
受
け
る
方

は
前
述
の
関
係
書
類
の
添

付
ま
た
は
提
示
が
必
要
で

す
。

た
だ
し
、
給
与
も
し
く

は
公
的
年
金
な
ど
の
源
泉

徴
収
ま
た
は
給
与
な
ど
の

年
末
調
整
の
際
に
源
泉
徴

収
義
務
者
に
提
出
ま
た
は

提
示
し
た
関
係
書
類
に
つ

い
て
は
、
個
人
住
民
税
申

告
書
に
添
付
ま
た
は
提
示

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
金
融
所
得
課
税
の
一

体
化
】

税
負
担
に
左
右
さ
れ
ず

に
金
融
商
品
を
選
択
で
き

る
よ
う
、
異
な
る
税
率
な

ど
の
課
税
方
式
の
均
衡
化

を
図
る
観
点
か
ら
、
公
社

債
な
ど
の
課
税
方
式
が
株

式
な
ど
の
課
税
方
式
と
同

一
化
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
特
定
公
社
債
な

ど
の
利
子
お
よ
び
譲
渡
損

益
並
び
に
上
場
株
式
な
ど

の
金
融
商
品
間
の
損
益
通

算
を
拡
大
し
、
３
年
間
の

繰
越
控
除
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

な
お
、
従
来
可
能
で
あ

っ
た
上
場
株
式
な
ど
と
一

般
株
式
（
非
上
場
株
式
な

ど
）
と
の
間
で
の
損
益
通

算
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

書
類
の
手
続
き
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
で
す

平
成
２９
年
度
個
人
住
民

税
の
申
告
か
ら
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
の

記
載
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載

さ
れ
た
申
告
書
な
ど
を
提

出
す
る
際
は
、
第
三
者
に

よ
る
な
り
す
ま
し
を
防
止

す
る
た
め
、
番
号
法
に
基

づ
き
本
人
確
認
が
必
要
で

す
。
本
人
確
認
と
し
て
、

「
番
号
確
認
」（
提
供
さ
れ

た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
正
し

い
こ
と
の
確
認
）
と
「
身

元
確
認
」
（
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
を
提
供
す
る
方
が
本
人

で
あ
る
こ
と
の
確
認
）
を

実
施
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
次
の
い

ず
れ
か
で
本
人
確
認
を
行

い
ま
す
。

▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
（
番
号
確
認
と
身
元
確

認
）▽

通
知
カ
ー
ド
（
番
号

確
認
）
と
運
転
免
許
証
や

パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
顔
写

真
付
き
証
明
書
（
身
元
確

認
）※

顔
写
真
付
き
証
明
書

が
な
い
場
合
は
、
健
康
保

険
証
、
年
金
手
帳
、
民
間

企
業
の
社
員
証
、
学
生
証

な
ど
が
２
点
以
上
必
要
と

な
り
ま
す
。

公
的
年
金
な
ど
を

受
給
し
て
い
る
方
へ

平
成
２４
年
度
か
ら
公
的

年
金
な
ど
の
収
入
金
額
が

４
０
０
万
円
以
下
で
、
そ

れ
以
外
の
所
得
金
額
が
２０

万
円
以
下
で
あ
れ
ば
、
所

得
税
の
確
定
申
告
書
の
提

出
は
不
要
で
す
。た
だ
し
、

所
得
税
の
還
付
を
受
け
る

場
合
は
確
定
申
告
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
税

務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
確
定
申
告
書
が

提
出
不
要
で
も
、
年
金
か

ら
差
引
き
さ
れ
て
い
な
い

社
会
保
険
料
控
除
、
生
命

保
険
料
控
除
、
地
震
保
険

料
控
除
、
医
療
費
控
除
な

ど
が
あ
る
場
合
は
、
個
人

住
民
税
申
告
書
の
提
出
が

必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※
平
成
２４
年
度
個
人
住

民
税
の
申
告
は
、
今
年
の

７
月
１
日
以
降
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

◇

◇

�問
市
民
税
課

０
６（
４

３
０
９
）
３
１
３
５
、
�

０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

０
９

所
得
税
の

申
告
・
納
付

所
得
税
お
よ
び
復
興
特

別
所
得
税
（
以
下
「
所
得

税
」）は
、
納
税
者
が
自
ら

１
年
間
の
所
得
金
額
と
そ

の
税
額
を
計
算
し
て
申
告

し
、
納
税
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
書
や
収
支
内

訳
書
、
決
算
書
な
ど
は
自

分
で
作
成
し
、
期
限
内
に

申
告
と
納
付
を
し
て
く
だ

さ
い
。

【
税
務
署
で
の
相
談
・

受
付
】

平
成
２８
年
分
の
所
得
税

の
確
定
申
告
の
相
談
と
受

付
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。�時

２
月
１６
日
�
〜
３
月

１５
日
�
９
時
〜
１６
時

※

開
設
初
日
と
期
限
間
際
は

大
変
混
雑
し
ま
す
。
混
雑

時
は
早
め
に
受
付
を
終
了

し
ま
す
。
原
則
土
・
日
曜

日
の
相
談
・
受
付
は
行
い

ま
せ
ん
が
、
２
月
１９
日
�

と
２６
日
�
に
限
り
行
い
ま

す
。
な
お
、
納
税
は
で
き

ま
せ
ん
。

【
税
理
士
に
よ
る
相
談

・
受
付
】

次
の
と
お
り
、
税
理
士

に
よ
る
相
談
と
受
付
を
行

い
ま
す
。

�時
２
月
１６
日
�
〜
２８
日

�
９
時
３０
分
〜
１２
時
・
１３

時
〜
１５
時
３０
分

※
土
・

日
曜
日
を
除
く
。
い
ず
れ

も
受
付
は
終
了
１
時
間
前

ま
で
。

�所
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー

ン
大
阪
本
店（
荒
本
北
１
）

※
相
続
税
、
贈
与
税
、
土

地
・
建
物
・
株
式
な
ど
の

譲
渡
所
得
の
相
談
は
行
い

ま
せ
ん
。
開
設
初
日
は
大

変
混
雑
し
ま
す
。
混
雑
時

は
早
め
に
受
付
を
終
了
し

ま
す
。

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必

要
で
す
】

確
定
申
告
書
を
提
出
す

る
際
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
（
個
人
番
号
）
の
記
載

と
と
も
に
、
次
の
い
ず
れ

か
の
本
人
確
認
書
類
の
提

示
ま
た
は
写
し
の
添
付
が

必
要
で
す
。

▽
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド

▽
通
知

カ
ー
ド
＋
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
な
ど

【
申
告
書
は
国
税
庁
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
作
成
を
】

国
税
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
作
成
し
た
申
告
書
な
ど

は
、
印
刷
し
て
所
轄
税
務

署
に
郵
送
な
ど
で
提
出
で

き
ま
す
。

ま
た
、「
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ（
国

税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス

テ
ム
）」を
利
用
し
て
提
出

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

◇

◇

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

�問
東
大
阪
税
務
署

０

６
（
６
７
２
４
）
０
０
０

１
（
自
動
音
声
案
内
に
従

っ
て
「
０
」
を
選
択
し
て

く
だ
さ
い
）

※税務署の確定申告は受付できません。
※市民プラザでの受付は、たいへん混雑し長時間お待たせする
ことがあります。なお、所定日以外は市民税課職員が出張し
ていないため、申告相談などができませんのでご注意くださ
い。
※車での来場はご遠慮ください。

９時３０分
～１６時

２月１０日�、３月１日�はすの広場（近江堂）

市
民
プ
ラ
ザ
多
目
的
ホ
ー
ル

２月９日�・２３日�、
３月９日�夢広場（布施駅前）

２月２０日�ももの広場（楠根）

２月７日�、３月７日�くすのきプラザ（若江
岩田駅前）

２月２２日�グリーンパル（中鴻池）

２月６日�・２８日�、
３月１０日�やまなみプラザ（四条）

２月１７日�ゆうゆうプラザ（日下）

９時３０分
～１６時

２月２６日�

市役所本庁舎１階
多目的ホール ９時～１２時２月２５日�

９時
～１７時３０分

２月１６日�～３月１５日
�（土・日曜日を除く）

と きところ

市民税・府民税の申告 受付日程

２２０万円２３０万円２４５万円給与所得控除の上限額

１０００万円１２００万円１５００万円
上限額が適用される
給与収入額

平成３０年度（平成２９
年分の収入）以降

平成２９年度
（平成２８年分の収入）

現行：平成２６年度～２８年度
（平成２５年分～２７年分の収入）

適用時期
個人住民税

給与所得控除上限額の変更

東 大 阪 市 政 だ よ り （２）平成２９年２月１５日



１万円入院日数が１０日以上３０日未満のとき３

入院
付加金

２万円入院日数が３０日以上９０日未満のとき２

３万円入院日数が９０日以上のとき１

１万円実治療日数が１０日未満のとき１０

共
済
見
舞
金

２万円実治療日数が１０日以上２０日未満のとき９

３万円実治療日数が２０日以上３０日未満のとき８

４万円実治療日数が３０日以上６０日未満のとき７

６万円実治療日数が６０日以上９０日未満のとき６

８万円実治療日数が９０日以上１２０日未満のとき５

１０万円実治療日数が１２０日以上１５０日未満のとき４

１２万円実治療日数が１５０日以上１８０日未満のとき３

２０万円実治療日数が１８０日以上のとき２

１５０万円世帯主以外の死亡（単身世帯主を含む）１

２００万円世帯主の死亡（単身世帯主を除く）特１

金 額内 容級区分
表１ 交通災害共済見舞金・入院付加金

※営業時間は各損害保険会社にお問合せください。

０１２０（８６６）０３１全労済 大阪府本部

０５７０（０３１）９６５（一社）自転車安全対策協議会

０１２０（６３２）２７７三井住友海上火災保険（株）

０１２０（１５８）０５５損害保険ジャパン日本興亜（株）

０１２０（８６８）１００東京海上日動火災保険（株）

０８００（１２３）８１９６au損害保険（株）

０１２０（１０１）１０１あいおいニッセイ同和損害保険（株）

０１２０（２２８）０８１富士火災海上保険（株）

０１２０（９５７）５８０AIU損害保険（株）

電話番号損害保険会社名

表３ 府と事業連携協定を締結している損害保険会社など

１００万円死亡１人につき
死亡
弔慰金

２万円
対象建物の延べ面積の１０％未満
焼失または損壊

６

共
済
見
舞
金

５万円
消火活動に伴い対象建物の延べ
面積の２０％以上５０％未満冠水

５

１２万円
消火活動に伴い対象建物の延べ
面積の５０％以上冠水

４

２５万円
対象建物の延べ面積の１０％以上
２０％未満焼失または損壊

３

８０万円
対象建物の延べ面積の２０％以上
７０％未満焼失または損壊

２

１５０万円
対象建物の延べ面積の７０％以上
焼失または損壊

１

金額（１口につき）内 容級区分
表２ 火災共済見舞金・死亡弔慰金

交
通
災
害
共
済

掛
金

１
人
に
つ
き
６

０
０
円
（
１
年
分
。
１
人

１
口
に
限
る
）

見
舞
金
な
ど
が
支
払
わ

れ
る
事
故

国
内
で
自
動

車
や
自
動
二
輪
車
、
自
転

車
な
ど
に
乗
っ
て
い
て
起

き
た
事
故
や
歩
い
て
い
て

こ
れ
ら
の
車
両
に
は
ね
ら

れ
た
り
ひ
か
れ
た
り
し
た

と
き見

舞
金
な
ど

表
１
の

と
お
り

請
求
期
間

交
通
事
故

発
生
日
か
ら
２
年
以
内

※
自
転
車
の
自
損
事
故

の
場
合
で
も
、
す
ぐ
に
警

察
署
に
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。
１
つ
の
事
故
に
対
し

て
請
求
は
１
回
限
り
。

【
自
転
車
保
険
で
は
あ

り
ま
せ
ん
】

昨
年
７
月
か
ら
大
阪
府

で
は
、
自
転
車
保
険
の
加

入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
東
大
阪
市
民
交
通

災
害
共
済
は
、
加
入
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
る
自
転

車
保
険
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
転
車
保
険
の
加
入
な
ど

の
相
談
は
、
大
阪
府
と
事

業
連
携
協
定
を
締
結
し
た

各
損
害
保
険
会
社
な
ど
へ

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
（
表

３
参
照
）。

火
災
共
済

掛
金

１
世
帯
１
口
６

０
０
円
（
１
年
分
。
３
口

ま
で
可
）

見
舞
金
な
ど
が
支
払
わ

れ
る
火
災
な
ど

加
入
者

が
住
ん
で
い
る
建
物
で
火

災
、
落
雷
、
ガ
ス
爆
発
な

ど
に
よ
る
被
害
に
遭
っ
た

と
き※

地
震
そ
の
他
の
天
災

地
変
に
よ
る
被
害
は
対
象

外
。

見
舞
金
な
ど

表
２
の

と
お
り

請
求
期
間

火
災
な
ど

の
発
生
日（
死
亡
の
場
合
は

死
亡
日
）か
ら
１
年
以
内

※
小
さ
な
被
害
で
も
、そ

の
日
の
う
ち
に
必
ず
消
防

署
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

◇

◇

�対
市
内
に
居
住
し
、
住

民
登
録
を
し
て
い
る
方（
火

災
共
済
は
世
帯
主
の
み
）

※
期
間
内
に
市
外
へ
転

出
し
た
場
合
、
交
通
災
害

共
済
の
資
格
は
引
き
続
き

あ
り
ま
す
が
、
火
災
共
済

の
資
格
は
な
く
な
り
ま
す
。

�申
今
号
の
市
政
だ
よ
り

と
同
時
配
布
し
て
い
る
加

入
申
込
書
を
次
の
受
付
場

所
へ
次
の
期
間
に
直
接

※
申
込
書
は
受
付
場
所

で
も
配
布
。

▽
市
内
金
融
機
関（
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
直
営
店
お
よ
び

郵
便
局
を
除
く
）�
２
月
１５

日
�
〜
３
月
３１
日
�

▽

行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

市
役
所
本
庁
舎
５
階
市
民

生
活
総
務
室
�
４
月
以
降

も
受
付

▽
市
民
生
活
総

務
室
�
２
月
２５
日
�
・
３

月
２５
日
�
９
時
〜
１２
時

�問
▽
市
民
生
活
総
務
室

０
６
（
４
３
０
９
）
３
１

５
８
、
�
０
６
（
４
３
０

９
）
３
８
１
２

▽
大
阪

府
自
転
車
条
例
総
合
窓
口

０
６
（
６
９
４
４
）
６
７

３
６

�対
次
の
要
件
を
全
て
満

た
す
方

▽
市
内
在
住（
住

民
登
録
）
ま
た
は
在
勤

▽
同
居
親
族
が
い
る
（
婚

約
者
、
内
縁
者
も
可
）

※
単
身
者
で
も
６０
歳
以
上

（
２
月
２８
日
現
在
）な
ど
の

条
件
を
満
た
せ
ば
可
。

▽
住
宅
に
困
っ
て
い
る（
持

ち
家
が
あ
る
方
は
原
則
不

可
）

▽
所
得
が
基
準
額

以
内
（
家
族
の
月
収
額
が

公
営
住
宅
は
１５
万
８
０
０

０
円
、
改
良
住
宅
は
１１
万

４
０
０
０
円
を
超
え
る
と

応
募
不
可
）

募
集
住
宅
・
戸
数
・
家

賃

▽
北
蛇
草
住
宅
�
公

営
２
戸
、
改
良
４
戸
／
１

万
２
３
０
０
円
〜
４
万
２

２
０
０
円
程
度

▽
荒
本

住
宅
�
公
営
４
戸
、
改
良

８
戸
／
１
万
１
３
０
０
円

〜
４
万
８
０
０
０
円
程
度

※
家
賃
は
住
宅
と
収
入

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

敷
金
は
家
賃
の
３
か
月
分
。

�申
応
募
用
紙
（
１
世
帯

１
通
）
と
必
要
書
類
を
２

月
２８
日
�（
消
印
有
効
）ま

で
に
所
定
の
封
筒
で
郵
送

※
応
募
用
紙
は
２
月
１５

日
�
か
ら
市
役
所
本
庁
舎

住
宅
改
良
室
・
市
政
情
報

コ
ー
ナ
ー
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
、
人
権
文
化

セ
ン
タ
ー
で
配
布
。
重
複

お
よ
び
暴
力
団
員
の
応
募

不
可
。
現
在
居
住
の
住
宅

や
世
帯
の
状
況
を
審
査
し
、

結
果
を
３
月
中
旬
に
通
知
。

後
日
、
実
態
調
査
と
入
居

審
査
の
う
え
入
居
者
を
決

定
し
ま
す
。

�申
�問
住
宅
改
良
室

０

６
（
４
３
０
９
）
３
２
３

３
、
�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
３
４

事
例

パ
ソ
コ
ン
を

使
用
中
、
突
然
警
告
音

が
鳴
り
「
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
た
」
と
い
う
表

示
が
出
た
。
慌
て
て
画

面
に
表
示
さ
れ
た
電
話

番
号
に
か
け
た
と
こ
ろ
、

高
額
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ソ
フ
ト
の
契
約
を
勧
め

ら
れ
た
。
言
わ
れ
る
が

ま
ま
住
所
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
番
号
な
ど
を
伝
え
て

し
ま
い
、
遠
隔
操
作
で

ソ
フ
ト
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
さ
せ
ら
れ
た
。

解
説

実
際
に
は
パ

ソ
コ
ン
に
異
常
が
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事

例
の
よ
う
に
不
安
を
あ

お
り
、
す
ぐ
に
契
約
し

な
い
と
い
け
な
い
よ
う

な
心
理
状
態
に
さ
せ
る

ケ
ー
ス
が
相
次
い
で
い

ま
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
の
支
払
い
を
求
め
ら

れ
る
こ
と
が
多
く
、月
々

引
き
落
と
さ
れ
る
継
続

的
な
契
約
に
な
っ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ソ
フ
ト
の
販
売
は
海

外
の
会
社
が
行
い
、
解

約
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
申
し
出
る
こ
と
が
で

き
る
場
合
も
あ
り
ま
す

が
、
解
約
の
ペ
ー
ジ
が

分
か
り
に
く
い
、
ま
た

英
語
で
な
い
と
解
約
申

請
で
き
な
い
、
と
い
っ

た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、

表
示
さ
れ
て
い
る
電
話

番
号
に
は
か
け
ず
、
次

の
よ
う
な
対
応
を
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
パ
ソ

コ
ン
に
導
入
さ
れ
て
い

る
ウ
イ
ル
ス
駆
除
ソ
フ

ト
で
ト
ラ
ブ
ル
の
有
無

を
確
認
す
る

▽
パ
ソ

コ
ン
メ
ー
カ
ー
や
プ
ロ

バ
イ
ダ
ー
の
サ
ポ
ー
ト

に
相
談
す
る

▽
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
販

売
会
社
の
評
判
や
支
払

方
法
、
解
約
条
件
な
ど

を
確
認
す
る

※
Ｉ
Ｐ

Ａ
（
独
立
行
政
法
人
情

報
処
理
推
進
機
構
）
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
も
参
考

に
な
り
ま
す
。

�問
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー

０
７
２（
９
６
５
）

０
１
０
２
、
�
０
７
２

（
９
６
２
）
９
３
８
５

�������������������������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ������������������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

～緊急度レベル★★★☆☆

パソコン画面に
ウイルス感染の警告表示が�

住
宅
困
窮
度
評
定
に
よ
る

市
営
住
宅（
空
き
家
）の

入
居
者
を
募
集

平成２９年度の受付を２月１５日�開始

平
成
２９
年
度
の
市
民
交
通
災
害
共
済
・
火

災
共
済
の
予
約
受
付
を
２
月
１５
日
�
か
ら
開

始
し
ま
す
。
３
月
３１
日
�
ま
で
は
市
内
金
融

機
関
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
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ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（３） 平成２９年２月１５日



要
支
援
１
・
２
の
方

が
利
用
し
て
い
る
「
介

護
予
防
訪
問
介
護
（
ホ

ー
ム
ヘ
ル
プ
）
」
と
「
介

護
予
防
通
所
介
護
（
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
）」が
４
月

か
ら
順
次
、
全
国
一
律

の
基
準
か
ら
市
の
介
護

予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
へ
と
移
行
し

ま
す
。

こ
の
事
業
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
介
護
の
有
資

格
者
だ
け
で
は
な
く
、

市
に
よ
る
研
修
修
了
者

も
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス（
掃

除
・
洗
濯
な
ど
の
家
事
、

声
か
け
見
守
り
な
ど
）

や
通
所
型
サ
ー
ビ
ス（
地

域
の
通
い
の
場
で
の
運

動
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
）
に
従
事
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

こ
で
、
機
能
訓
練
指
導

員
の
資
格
を
お
持
ち
の

方
な
ど
を
対
象
に
、
こ

れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
に
従

事
す
る
た
め
の
養
成
研

修
を
開
催
し
ま
す
。

�時
３
月
１２
日
�
９
時

１５
分
〜
１６
時
４５
分

�所

市
役
所
本
庁
舎
２２
階
会

議
室

�対
市
内
在
住
・

在
勤（
い
ず
れ
か
）の
機

能
訓
練
指
導
員
資
格
を

お
持
ち
の
方
な
ど

�定

４５
人
程
度

�料
１
０
０

０
円

�申
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
掲
載
の
申
込
要
項

を
確
認
の
う
え
、
申
込

書
と
本
人
確
認
書
類
の

写
し
を
３
月
３
日
�（
必

着
）
ま
で
に
郵
送
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
で

�申
�問
地
域
包
括
ケ
ア

推
進
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
０
１
３
、
�

０
６
（
４
３
０
９
）
３

８
４
８
、
�ch

iik
ih

o
k
a
ts
u
@
city
.h
ig

a
s
h
io
s
a
k
a
.lg
.jp
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介
護
保
険
は
、
介
護
が

必
要
な
方
を
社
会
全
体
で

支
え
る
た
め
の
制
度
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、
原
則
４０
歳

以
上
の
方
全
員
に
保
険
料

を
納
め
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

介
護
保
険
料
は
必
ず
納

め
ま
し
ょ
う
。
納
付
が
困

難
な
方
は
早
め
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

滞
納
す
る
と
給
付
が

制
限
さ
れ
ま
す

第
１
号
被
保
険
者
（
６５

歳
以
上
の
方
）
が
介
護
保

険
料
を
滞
納
す
る
と
、
い

ざ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

際
に
自
己
負
担
が
高
額
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

介
護
保
険
料
は
、
未
納

の
ま
ま
２
年
以
上
経
過
す

る
と
、
時
効
に
よ
り
納
め

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

要
介
護
認
定
時
に
お
い

て
過
去
１０
年
間
に
時
効
が

成
立
し
た
介
護
保
険
料
が

あ
る
方
は
、
滞
納
期
間
に

応
じ
て
一
定
期
間
、
介
護

保
険
の
給
付
が
減
額
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
期
間

は
、
利
用
者
負
担
が
一
定

額
を
超
え
た
と
き
に
払
い

戻
さ
れ
る
「
高
額
介
護
サ

ー
ビ
ス
費
」
や
施
設
を
利

用
し
た
際
の
「
居
住
費
・

食
事
代
の
減
額
措
置
」
が

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
、
福
祉
用
具
購
入
費
や

住
宅
改
修
費
が
い
っ
た
ん

全
額
自
己
負
担
と
な
り
、

償
還
払
い
の
み
の
適
用
と

な
り
ま
す
。

納
付
が
困
難
な
方
は
、

給
付
制
限
の
対
象
に
な
ら

な
い
た
め
に
も
、
ま
ず
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◇

◇

�問
介
護
保
険
料
課

０

６
（
４
３
０
９
）
３
１
８

８
、
�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
１
４

医
療
保
険
室
保
険
料
課

で
は
、
月
曜
日
〜
金
曜
日

（
祝
休
日
を
除
く
）
に
納

付
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
次
の
と
お
り
出
張
・

休
日
納
付
相
談
も
実
施
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

納
付
相
談
の
際
は
、
収

入
・
支
出
な
ど
生
活
状
況

を
お
聞
き
し
ま
す
。
相
談

に
は
保
険
料
決
定
通
知
書

（
納
付
書
）
ま
た
は
被
保

険
者
証
と
印
鑑
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

な
お
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
で
納
付
相
談
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

【
出
張
納
付
相
談
】

�時
２
月
２４
日
�
１０
時
〜

１６
時

�所
夢
広
場
（
布
施

駅
前
）

【
休
日
納
付
相
談
】

�時
２
月
２５
日
�
９
時
〜

１２
時

�所
市
役
所
本
庁
舎

２
階
医
療
保
険
室
保
険
料

課Ｍ
Ｍ
Ｋ
端
末
で
の

納
付
も
可
能
に

バ
ー
コ
ー
ド
印
字
の
あ

る
納
付
書
は
、
Ｍ
Ｍ
Ｋ
端

末
（
無
人
端
末
と
金
融
機

関
端
末
を
除
く
）
が
設
置

さ
れ
て
い
る
ス
ー
パ
ー
、

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど
で

も
納
付
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
Ｍ
Ｍ
Ｋ
設
置

店
な
ど
詳
し
く
は
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

収
納
対
策
を
強
化

国
民
健
康
保
険
・
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
で
は
、

医
療
費
に
充
て
る
た
め

の
保
険
料
が
不
足
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
健
全

な
事
業
運
営
を
保
ち
、

完
納
世
帯
と
の
公
平
性

を
確
保
す
る
た
め
、
収

納
対
策
を
強
化
し
て
い

ま
す
。

保
険
料
を
滞
納
し
て

い
る
世
帯
に
つ
い
て
は

順
次
調
査
を
行
い
、
財

産
が
あ
る
と
判
明
し
た

場
合
は
、
差
押
え
を
行
い

ま
す
。
昨
年
４
月
〜
１１
月

の
滞
納
処
分
状
況
は
表
の

と
お
り
で
す
。

特
別
な
事
情
に
よ
り
納

付
が
困
難
な
場
合
は
、
必

ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇

◇

�問
医
療
保
険
室
保
険
料

課

０
６
（
４
３
０
９
）

３
１
６
８
、
�
０
６
（
４

３
０
９
）
３
８
０
７

国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
は
口
座
振
替
を
利
用
す

る
と
、
金
融
機
関
な
ど
に

行
く
手
間
が
省
け
て
便
利

な
う
え
、
納
め
忘
れ
を
防

ぐ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

口
座
振
替
の
手
続
き
は
、

口
座
振
替
申
出
書
に
記
入

・
押
印
の
う
え
年
金
事
務

所
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

（
年
金
事
務
所
や
金
融
機

関
に
直
接
も
可
）。

ま
た
、
早
割
・
前
納
で

納
付
す
る
と
保
険
料
が
割

引
さ
れ
ま
す
。

【
「
早
割
」
で
月
５０
円
お

得
に
】

保
険
料
の
納
付
期
限
は

翌
月
末
で
す
が
、
当
月
末

に
引
き
落
と
す
「
早
割
」

と
い
う
納
付
方
法
を
利
用

す
る
と
、
通
常
の
口
座
振

替
に
比
べ
て
毎
月
５０
円
お

得
に
な
り
ま
す
。

【
ま
と
め
て
「
前
納
」

す
る
と
さ
ら
に
お
得
】

６
か
月
〜
２
年
分
を
前

納
（
未
来
の
保
険
料
を
ま

と
め
て
納
付
）
す
る
と
さ

ら
に
お
得
な
割
引
制
度
が

あ
り
ま
す
。

前
納
に
は
、
６
か
月
・

１
年
・
２
年
の
３
種
類
が

あ
り
、
よ
り
割
引
の
大
き

な
２
年
前
納
に
す
る
と
、

年
間
１
万
５
０
０
０
円
程

度
お
得
に
な
り
ま
す
。

現
金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
に
よ
る

前
納
も
で
き
ま
す

４
月
か
ら
、
現
金
・
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る

納
付
に
つ
い
て
も
、
割
引

額
の
大
き
な
２
年
前
納
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

現
金
（
納
付
書
）
に
よ

る
納
付
は
、
任
意
の
月
か

ら
翌
年
度
末
ま
で
の
前
納

が
可
能
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
最
大
で
４
月

分
か
ら
翌
々
年
３
月
分
ま

で
の
２
年
分
の
前
納
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納

付
は
、
現
在
の
口
座
振
替

に
よ
る
２
年
前
納
と
同
じ

く
、
４
月
分
か
ら
翌
々
年

３
月
分
ま
で
の
保
険
料
を

４
月
末
に
納
付
い
た
だ
き

ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

◇

◇

４
月
分
か
ら
の
前
納
の

申
込
期
限
は
２
月
２８
日
�

（
必
着
）
で
す
。
郵
送
の

場
合
は
、
早
め
に
投
函
し

て
く
だ
さ
い
。

�申
�問
〒
５７７
―

８
５
５
４
永

和
１
―

１５
―
１４

東
大
阪
年

金
事
務
所

０
６
（
６
７

２
２
）６
０
０
１
、�
０
６

（
６
７
２
５
）
０
８
３
８

�問
国
民
年
金
課

０
６

（
４
３
０
９
）３
１
６
５
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３

８
０
５

介
護
保
険

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

第１号被保険者（６５歳以上の方）

１０９１万１８００８７８７万１４９１１９１件合計

４万８００６１万２２９１３件その他

２０８万１０００１２３３万９２２１１４件不動産

８９万３２００８５６万２２６７１１件給与

１７３万８５００１０３５万９２２８２１件生命保険

６１５万８３００５５９９万８４８４１４２件預貯金

延滞金（円）保険料本料（円）件数

平成２８年度 保険料課滞納処分状況
（平成２８年１１月末現在）

介護予防・日常生活支援総合事業

サービス従事者養成研修を開催

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

納
付
相
談
は
お
早
め
に

国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
に
は
口
座
振
替
を

■口座振替
・早割
・前納（６か月、１年、２年）
■現金
・前納（任意の月から最大２年〈２年前
納は４月から新設〉）

■クレジットカード納付
・前納（６か月、１年、２年〈２年前納
は４月から新設〉）

選
べ
る
便
利
な
納
付
方
法

機能訓練指導員の有資格者などが対象

前
納
は
さ
ら
に
お
得

制限なくサービスが受けられるように

東 大 阪 市 政 だ よ り （４）平成２９年２月１５日

mailto:chiikihokatsu@city.higashiosaka.lg.jp


マタニティクッキング

�時３月２４日�１３時３０分～１５時３０分
�対妊娠２０週以降の妊婦 �内マタニテ
ィ期の栄養、料理テクニックなど

�持母子健康手帳 �申電話で
�所�申�問西保健センター

マタニティ歯科健康相談

�時３月２７日� ※時間は申込時に

伝えます。 �対妊娠２０週以降の妊婦
�定１５人（申込先着順） �持母子健康
手帳 �申電話で
�所�申�問中保健センター

マタニティクラス～育児編

�時�所�３月１０日�１３時３０分～１５時
３０分�西保健センター �２１日�１３
時３０分～１６時�中保健センター �対
妊娠２０週以降の妊婦 �持母子健康手
帳 �申電話で
�申�問中・西保健センター

家族でマタニティ教室

�時３月２７日�１３時３０分～１６時 �対
妊婦とそのパートナー・祖父母など

�定１２組（申込先着順） �内家族によ
る赤ちゃんのお風呂体験など �持母
子健康手帳 �申電話で
�所�申�問東保健センター

ＭＯＭＯニティ

近所の皆さんと、体調や産後の生

活など、マタニティライフについて

話しませんか。 �時２月２３日�１０時～
１１時３０分 �所ももの広場（楠根）
�対妊婦 �持母子健康手帳 �申基本事
項（９面に掲載）を電話またはファ

クスで

�申�問西保健センター

２歳児歯科健康相談

�時�所�３月１３日��東保健センタ
ー �１６日��西保健センター �
２８日��中保健センター ※時間は

申込時に伝えます。 �対市内在住の
平成２７年３月生まれの幼児 �定各３０
人（申込先着順） �持母子健康手帳
�申電話で
�申�問東・中・西保健センター

ひ け つ

若さを保つ秘訣法

�時３月３日�１３時３０分～１５時３０分
�対１年以内に骨密度測定を受けてい
ない市内在住の方 �定３０人（申込先着
順） �内健康チェック（体内年齢・血
圧・血流・骨密度・握力測定）、健康

寿命の話など ※素足になれる服装

でお越しください。 �申基本事項（９
面に掲載）を２月１５日�から電話で
（ファクス、Ｅメール、直接も可）

�所�申�問東保健センター �higas
hihoken@city.higashiosaka.lg.jp

成人歯科健康相談

�時３月２日�９時２０分～１０時３０分
�対市内在住の２０歳以上の方 �定１２人
（申込先着順） �申電話で
�所�申�問中保健センター

糖尿病食事学習会

【春の食事で気をつけたいこと】
�時３月７日�１０時３０分～１３時 �所
東保健センター �対糖尿病食事療法
をしている方とその家族 �定２０人（申
込先着順） �申３月３日�までに電
話または直接

【野菜たっぷり５００kcal～春野菜編】
�時３月９日�１０時３０分～１４時 �所
中保健センター �対血糖値が気にな
る方とその家族 �定２４人（申込先着
順） �申基本事項（９面に掲載）を
３月６日�までに電話で（ファクス、
直接も可）

◇ ◇

�内調理実習、ミニ講話 �料７００円
�持エプロン、三角巾、手ふき
�申�問東・中保健センター

まちづくり応援隊と若返りへＧＯ�
正しいラジオ体操を体験しよう

�時３月７日�１３時３０分～１５時３０分
�対市内在住の方 �定３０人（申込先着
順） �持運動靴、タオル、飲み物
�申基本事項（９面に掲載）を２月１５日
�から電話またはファクスで
�所�申�問中保健センター

正しいラジオ体操をマスターしよう

�時３月１３日�・２７日�１０時～１１時
３０分（計２日間） �対運動制限のな
い市内在住の方 �定３０人（申込先着
順） �持運動靴、タオル、飲み物
�申２月１５日�から電話で
�所�申�問中保健センター

食品の安全を確認
放射性物質検査を定期的に実施

保健所では、市内に流通している

食品を購入し、定期的に放射性物質

の検査を実施しています。

主な対象食品は、原子力災害対策

本部が定めた「検査計画・出荷制限

等の品目、区域の設定・解除の考え

方」および「地方自治体における検

査計画」にのっとった対象自治体（１７

都県）産を中心とした食品です。

分析対象は放射性セシウムで、昨

年６０検体の検査を実施したところ、

全ての食品において基準値（一般食

品で１００ベクレル／	）を超える放射
性セシウムは検出されませんでした。

詳しくは市ウェブサイトをご覧い

ただくか、お問合せください。

�問食品衛生課 ０７２（９６０）３８０３、�
０７２（９６０）３８０７

がん予防講演会＆コンサート

�時３月８日�１３時３０分～１５時３０分
�所イコーラム（男女共同参画センタ
ー） �定２４０人（当日先着順） �内
講演「２つの
がん�で全摘手術を
受けたがんサバイバーによるがん検

診啓発セミナー『がんを乗り越えた

キャリア開発講座』」など ※手話通

訳あり。

�問�ＮＰＯ法人東大阪エイフボラ
ンタリーネットワーク ０６（６７２２）０９７７

�健康づくり課

肺がん・結核エックス線検診

�時�所�３月１日�９時２０分から・
１０時１０分から、１４日�１３時から・１３時
５０分から�中保健センター �７日
�９時１０分から・１０時から�西保健
センター �８日�１３時１５分から・
１４時から�東保健センター �対�肺
がん検診�市内在住の４０歳以上の方
�結核検診�市内在住の６５歳以上の
方 �定各日４０人（申込先着順） �申
電話または直接

�申�問東・中・西保健センター

ふたごの教室

�時�所�内�３月８日�９時４５分～１１
時１５分�中保健センター／みんなで
おしゃべり �１７日�１０時～１１時�
東保健センター／子育てを語ろう

�２２日�１０時～１１時３０分�西保健セ
ンター／人形劇と修了式 �対市内在
住のふたご、みつごを妊娠・出産し

ている方とその子ども �申電話で
�申�問東・中・西保健センター

３月１日からは
子ども予防接種週間

予防接種は受けていますか。病気

を予防するためには、接種を受けら

れる年齢のできるだけ早い時期に接

種することをお勧めします。入園・

入学などの集団生活を始める前に、

予防接種の受け忘れがないかを母子

健康手帳などで確認しましょう。

予防接種週間中の３月４日�と５
日
に接種できる医療機関もありま
す。詳しくはお問合せください。

�問母子保健・感染症課 ０７２（９６０）

３８０５、�０７２（９６０）３８０９

１冊にまとめて常に携帯しよう
お薬手帳の活用を

お薬手帳とは、自分が使用してい

る薬を記録し、携帯するための手帳

です。お薬手帳を持っていると医師

や薬剤師に薬の情報を正確に伝える

ことができ、副作用や相互作用、薬

の量が適切かどうかなどを確認でき

ます。また、自分自身が使用してい

る薬を把握するために、服用後の体

調変化や購入した薬についても記入

するとよいでしょう。

お薬手帳は医療機関ごとに持つの

ではなく、１冊にまとめて薬の情報

を一元管理しましょう。医療機関に

行く際には必ず持参し、また急に具

合が悪くなった場合や災害時の医療

機関の受診に備えて、常に携帯して

おきましょう。

�問環境薬務課 ０７２（９６０）３８０４、�
０７２（９６０）３８０７

医 歯科医歯科医 薬局薬局を
もちましょう

医 歯科医 薬局

交通事故など、第三者の行為に

よって受けた傷病の医療費は原則

として加害者側が全額負担すべき

ものです。ただし、国保の被保険者

が「第三者行為による傷病届」を提

出すると、保険証を使って国保で

治療を受けることができ、国保が

一時的に医療費を立て替え、その

後、加害者側に費用を請求します。

交通事故などでケガをして、や

むを得ず国保を使って治療を受け

る場合は、第三者行為による傷病

届と交通事故証明書（人身事故）、

国民健康保険証、印鑑を持って、

医療保険室資格給付課または行政

サービスセンターで必ず届出をし

てください。届出書類は窓口にあ

ります。届出の前に、加害者側か

ら治療費を受け取ったり、示談を

済ませたりすると、国保が使えな

くなることがあります。

保険証を持たずに
受診したときは申請を

やむを得ず保険証を提示せずに

受診し、医療費を全額自己負担し

たときは、申請により本来国保が

負担する分の療養費の給付を受け

ることができます。申請には、診

療報酬明細書と領収書が必要です。

給付額は、保険診療の基準により

計算しますので、実際に支払った

額より少なくなることがあります。

なお、健康診断や予防注射、美

容整形、歯の矯正など、病気とみ

なされないものやけんかなど患者

自身の責任による傷病、故意によ

る事故は保険診療の対象とならず

全額自己負担になります。

◇ ◇

�問医療保険室資格給付課 ０６

（４３０９）３１６７、�０６（４３０９）３８０４
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交通事故の治療
国保を使うときは届出を

国民健康
保 険

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（５） 平成２９年２月１５日
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�

�

１
月
２１
日
、
市
役
所

本
庁
舎
で
文
化
創
造
館

の
設
計
説
明
会
を
開
催

し
ま
し
た（
写
真
上
）。

こ
れ
ま
で
の
経
過
や

設
計
概
要
に
つ
い
て
説

明
を
行
う
と
、
市
民
か

ら
は
施
設
の
整
備
内
容

に
つ
い
て
た
く
さ
ん
の

質
問
が
な
さ
れ
、
ま
た

「
非
常
に
楽
し
み
に
し

て
い
る
」
と
い
っ
た
意

見
も
あ
り
、
期
待
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
現
在
、平
成
３１

年
９
月
の
グ
ラ
ン
ド
オ

ー
プ
ン
に
向
け
、詳
細
な

設
計
を
進
め
て
い
ま
す
。

�問
文
化
創
造
館
開
設

準
備
室

０
６
（
４
３

０
９
）
３
０
１
８
、
�

０
６
（
４
３
０
９
）
３

８
２
６
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
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�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

こ
の
ほ
ど
、
学
識
経

験
者
や
市
民
ら
で
構
成

さ
れ
る
東
大
阪
市
廃
棄

物
減
量
等
推
進
審
議
会

の
会
長
・
小
幡
範
雄
さ

ん
と
副
会
長
・
内
海
秀

樹
さ
ん
か
ら
、
大
型
ご

み
有
料
化
の
導
入
に
関

す
る
答
申
書
が
野
田
市

長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た

（
写
真
）。

市
で
は
、
昨
年
３
月

に
市
民
・
事
業
者
・
行

政
の
三
者
協
働
に
よ
り

策
定
し
た
一
般
廃
棄
物

処
理
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
大
型
ご
み
有
料
化

の
導
入
に
つ
い
て
、
同

審
議
会
に
諮
問
し
、
審

議
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

答
申
書
に
は
、大
型
ご
み

の
有
料
化
の
仕
組
み
や

導
入
に
あ
た
っ
て
配
慮

す
る
こ
と
な
ど
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

小
幡
さ
ん
が
「
ご
み

を
削
減
す
る
、
も
の
を

大
切
に
す
る
と
い
っ
た

意
識
の
啓
発
の
た
め
、

ぜ
ひ
円
滑
な
導
入
を
」

と
答
申
書
を
手
渡
す
と
、

野
田
市
長
は
「
こ
の
答

申
書
を
も
と
に
検
討
を

進
め
、
ご
み
の
減
量
化

・
資
源
化
の
た
め
に
努

力
を
し
て
い
き
ま
す
」

と
応
え
て
い
ま
し
た
。

今
後
市
で
は
、
家
庭

か
ら
排
出
さ
れ
る
大
型

ご
み
を
有
料
収
集
す
る

仕
組
み
づ
く
り
に
着
手

し
、
ご
み
の
減
量
化
・

資
源
化
を
さ
ら
に
進
め

て
い
き
ま
す
。

�問
循
環
社
会
推
進
課

０
６
（
４
３
０
９
）
３

１
９
９
、
�
０
６
（
４

３
０
９
）
３
８
１
８
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市
内
の
モ
ノ
づ
く
り

企
業
の
若
手
社
員
な
ど

と
交
流
し
、市
内
企
業
の

魅
力
を
発
見
し
ま
せ
ん

か
。ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
な

結
婚
式
場
で
、
東
大
阪

市
が
誇
る
モ
ノ
づ
く
り

企
業
の
話
を
聞
く
こ
と

の
で
き
る
就
活
ス
タ
ー

ト
応
援
イ
ベ
ン
ト「
カ
フ

ェ
ト
ー
ー
ー
ク
」を
開
催

し
ま
す
。若
手
社
員
と
の

「
ぶ
っ
ち
ゃ
け
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」や
プ

ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
に
よ
る

履
歴
書
写
真
撮
影
コ
ー

ナ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

当
日
、
２
つ
以
上
の

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に
参
加

し
た
方
限
定
５０
人
に

ク

オ

Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
（
１
０

０
０
円
分
）
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

�時
２
月
２１
日
�
１２
時

〜
１７
時

�所
ラ
グ
ナ
ヴ
ェ
ー
ル

プ
レ
ミ
ア
（
大
阪
市
北

区
、
大
阪
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
シ
テ
ィ
内
）

�対
大
学
・
大
学
院
・

短
期
大
学
・
専
門
学
校

生
、
卒
業
後
３
年
以
内

の
方�申

基
本
事
項
（
９
面

に
掲
載
）
を
２
月
１５
日

�
〜
２１
日
�
に
Ｅ
メ
ー

ル
で�申

�問
市
若
者
就
活
応

援
事
務
局

０
７
０（
３

１
７
４
）
０
９
８
７
、

�in
fo
@
h
ig
a
s
h
io

s
a
k
a�
p
r.jp

�問
労
働
雇
用
政
策
室

０
６
（
４
３
０
９
）
３

１
７
８
、
�
０
６
（
４

３
０
９
）
３
８
４
６
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ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
２
０
１
９
に
向
け
た

改
修
工
事
が
２
月
か
ら
始

ま
る
東
大
阪
市
花
園
ラ
グ

ビ
ー
場
で
、
現
在
の
姿
を

記
憶
に
留
め
て
も
ら
お
う

と
１
月
２２
日
、
ス
タ
ジ
ア

ム
ツ
ア
ー
「
花
園
ラ
グ
ビ

ー
場
あ
り
が
と
う
イ
ベ
ン

ト
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ツ
ア
ー
に
は
、
東
大
阪

市
民
や
大
阪
府
民
の
ほ
か
、

東
京
都
や
福
岡
県
か
ら
訪

れ
た
方
や
高
校
時
代
に
都

道
府
県
の
代
表
と
し
て
花

園
で
プ
レ
ー
し
た
経
験
の

あ
る
方
な
ど
約
２
３
０
人

が
参
加
。
参
加
人
数
は
当

初
の
予
定
を
大
き
く
上
回

り
、
全
国
各
地
か
ら
�
花

園
�
を
愛
す
る
ラ
グ
ビ
ー

フ
ァ
ン
が
集
い
ま
し
た
。

ツ
ア
ー
で
は
、
高
校
生

ラ
ガ
ー
憧
れ
の
第
１
グ
ラ

ウ
ン
ド
や
普
段
は
入
る
こ

と
の
で
き
な
い
ロ
ッ
カ
ー

ル
ー
ム
、
記
者
室
、
貴
賓

室
な
ど
を
た
っ
ぷ
り
と
見

学
。
参
加
者
は
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
芝
に
寝
そ
べ
っ
た
り

写
真
撮
影
を
し
た
り
し
て

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ツ
ア
ー
の
最
後
に
は
、

サ
プ
ラ
イ
ズ
と
し
て
ト
ッ

プ
リ
ー
グ
選
手
会
な
ど
の

協
力
で
集
ま
っ
た
サ
イ
ン

入
り
ジ
ャ
ー
ジ
や
ボ
ー
ル

な
ど
、
ラ
グ
ビ
ー
フ
ァ
ン

垂
涎
の
景
品
が
当
た
る
抽

選
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
選
し
た
参
加
者
は
、
突

然
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
驚
き

な
が
ら
も
満
面
の
笑
み
で

受
け
取
り
、
最
後
の
花
園

を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

過
去
に
全
国
高
校
ラ
グ

ビ
ー
大
会
に
出
場
し
、
花

園
ラ
グ
ビ
ー
場
で
試
合
を

し
た
経
験
の
あ
る
安
達
広

さ
ん
（
４７
歳
）
は
「
改
修

後
も
選
手
の
声
や
音
が
間

近
で
聞
こ
え
る
迫
力
あ
る

ラ
グ
ビ
ー
場
に
な
っ
て
ほ

し
い
で
す
」
と
新
た
な
ラ

グ
ビ
ー
場
に
期
待
を
寄
せ

て
い
ま
し
た
。

世
界
で
認
め
ら
れ
る
製

品
の
デ
ザ
イ
ン
を
数
多
く

手
が
け
た
本
市
の
デ
ザ
イ

ン
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
・
喜
多
俊
之
さ

ん
（
写
真
）
が
、
デ
ザ
イ

ン
に
必
要
な
視
点
、
デ
ザ

イ
ン
性
を
高
め
る
こ
と
に

よ
る
効
果
な
ど
を
解
説
し

ま
す
。

製
品
の
外
観
だ
け
で
な

く
マ
ー
ケ
ッ
ト
ニ
ー
ズ
、

素
材
、
コ
ス
ト
、
機
能
、

安
全
性
、販
売
方
法
な
ど
ト

ー
タ
ル
的
な
観
点
か
ら
デ

ザ
イ
ン
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

試
作
品
や
製
品
に
対
す

る
ア
ド
バ
イ
ス
を
直
接

受
け
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。�時

３
月
２３
日
�
１４
時

〜
１６
時

�所
ク
リ
エ
イ

シ
ョ
ン
・
コ
ア
東
大
阪

南
館
３
階
研
修
室

�対

市
内
製
造
業
の
方

�定

▽
セ
ミ
ナ
ー
�
４０
人（
申

込
先
着
順
）

▽
ア
ド
バ

イ
ス
会
�
１０
社
（
申
込
者

多
数
の
場
合
は
、
応
募
資

料
に
基
づ
き
講
師
が
選
定
）

�申
会
社
名
、
所
在
地
、

電
話
番
号
、
参
加
者
氏
名

を
３
月
１０
日
�
ま
で
に
フ

ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

で

※
喜
多
さ
ん
か
ら
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
希
望
す
る

場
合
は
、
喜
多
さ
ん
へ
の

質
問
も
記
入
し
、
製
品
の

写
真
や
図
面
を
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。

�申
�問
モ
ノ
づ
く
り
支
援

室

０
６
（
４
３
０
９
）

３
１
７
７
、
�
０
６
（
４

３
０
９
）
３
８
４
６
、
�

m
o
n
o
d
u
k
u
ri@
city
.

h
ig
a
s
h
io
s
a
k
a
.lg
.jp
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ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
国
際

親
善
大
会
に
出
場
す
る

日
本
選
抜
チ
ー
ム
メ
ン

バ
ー
に
選
ば
れ
た
成
和

小
学
校
６
年
生
の
松
村

暖
之
さ
ん
（
成
和
新
庄

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
同
好
会

所
属
）
が
、
こ
の
ほ
ど

野
田
市
長
を
表
敬
訪
問

し
ま
し
た
（
写
真
）。

松
村
さ
ん
は
守
備
範

囲
の
広
さ
が
持
ち
味
で
、

ま
た
大
き
な
声
で
所
属

チ
ー
ム
を
引
っ
張
る
中

心
選
手
で
す
。
中
学
か

ら
は
野
球
に
転
向
し
、

将
来
の
夢
は
プ
ロ
野
球

選
手
と
い
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
松
村
さ
ん

は
、
長
浜
（
滋
賀
県
）

で
合
宿
を
し
た
後
、
３

月
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
シ
ド
ニ
ー
で
開
催
さ

れ
る
国
際
親
善
大
会
に

出
場
し
ま
す
。

松
村
さ
ん
が
「
レ
ギ

ュ
ラ
ー
を
と
り
た
い
」

と
抱
負
を
話
す
と
、
野

田
市
長
は
「
ぜ
ひ
勉
強

と
ス
ポ
ー
ツ
を
両
立
し

な
が
ら
が
ん
ば
っ
て
く

だ
さ
い
。
目
標
の
１
つ

と
し
て
甲
子
園
出
場
も

め
ざ
し
て
ほ
し
い
」
と

激
励
し
て
い
ま
し
た
。

																														
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	 																													

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

東
大
阪
ブ
ラ
ン
ド
推
進

機
構
で
は
、
販
路
開
拓
を

考
え
て
い
る
市
内
企
業
の

新
規
認
定
申
請
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

認
定
さ
れ
た
製
品
は
、

東
大
阪
ブ
ラ
ン
ド
の
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
（
画
像
）
の

使
用
や
各
種
展
示
会
へ
の

出
展
、
東
大
阪
ブ
ラ
ン
ド

推
進
機
構
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

�対
▽
最
終
製
品
で
あ
る

こ
と

▽
市
内
に
本
社
お

よ
び
そ
の
実
態
が
あ
る
こ

と
、
も
し
く
は
製
品
の
主

要
部
分
を
市
内
の
工
場
で

製
造
し
て
い
る
こ
と

３
つ
の
認
定
基
準

▽

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
�
全
国
で

唯
一
自
社
の
み
が
製
造
し

て
い
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
た
製
品

▽
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

�
特
定
の
市
場
で

販
売
数
量
や
販
売

額
が
ト
ッ
プ
シ
ェ

ア
を
記
録
し
て
い

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
製

品

▽
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ

�
従
来
に
な
い
付
加
価
値

・
付
加
機
能
を
有
す
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
た
製
品

�申
２
月
２８
日
�
ま
で

※
申
請
方
法
や
東
大
阪

ブ
ラ
ン
ド
推
進
機
構
の
活

動
内
容
な
ど
詳
し
く
は
同

機
構
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

�申
�問
モ
ノ
づ
く
り
支
援

室
内
東
大
阪
ブ
ラ
ン
ド
推

進
機
構

０
６
（
４
３
０

９
）
３
１
７
７
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
４
６

市花園ラグビー
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全
国
各
地
か
ら
２
３
０
人
�

生
ま
れ
変
わ
る
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
で

ス
タ
ジ
ア
ム
ツ
ア
ー

文化創造館

設計説明会を
開催しました

答
申
書
を
提
出

「
大
型
ご
み
有
料
化
」
の

導
入
に
向
け
て

ソフトボール国際親善大会へ出場

市長を表敬

結
婚
式
場
で

就
活
し
よ
う

自社製品をＰＲ�
東大阪ブランド

新規認定製品を募集

デ
ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
＆
ア
ド
バ
イ
ス
会

世
界
的
工
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
喜
多
俊
之
さ
ん
に
よ
る

外
観
イ
メ
ー
ジ
図

松村暖之さんが成和小６年

こちらのコードからイ
ベントのウェブサイト
にアクセス可（申込み
もできます）

認定製品のＰＲを行います

市
花
園
ラ
グ
ビ
ー

場
で
１
月
３０
日
、
市

内
在
住
の
穐
吉
祐
さ

ん
（
３１
歳
）
と
山
田

弥
幸
さ
ん
（
３０
歳
）

の
人
前
結
婚
式
が
行

わ
れ
ま
し
た（
写
真
）。

式
を
挙
げ
る
な
ら

東
大
阪
の
シ
ン
ボ
ル

「
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
」

で
と
、
新
郎
新
婦
が

市
に
相
談
。
大
切
な

門
出
の
思
い
出
づ
く

り
の
お
手
伝
い
が
で
き
る

な
ら
と
快
諾
し
、
こ
の
日

を
迎
え
ま
し
た
。

式
に
は
、
野
田
市
長
や

西
田
議
長
、
ト
ラ
イ
く
ん

も
駆
け
つ
け
、
２
人
の
門

出
を
祝
福
し
ま
し
た
。

こ
の
日
、�
聖
地
�
の
芝

生
の
上
に
は
、
純
白
の
ド

レ
ス
と
新
郎
新
婦
の
笑
顔

が
輝
き
、
普
段
は
熱
気
が

満
ち
る
花
園
も
こ
の
日
ば

か
り
は
優
し
い
雰
囲
気
に

包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

�
聖
地
�で
初
の
結
婚
式

花
園
ラ
グ
ビ
ー
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

午後の部の参加者全員で撮った記念写真（上）

花園ラグビーワールドカップ２０１９

推進室の職員が芝生やスタジアム

の改修工事について説明

五郎丸歩選手も使用したロッカ

ールームで日本代表選手の気分

を体験

サイン入りラグビーグッズが当たる

抽選会がトップリーグ選手会の協力

で行われました

貴
賓
室
に
設
置
さ
れ
た
ラ
グ
ビ
ー

場
を
一
望
で
き
る
テ
ラ
ス
か
ら
ス

タ
ジ
ア
ム
を
見
学

２
月
２１
日
�
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�
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サプライズで行われた抽選会でサイン入りジ

ャージが当たり、記念撮影をする親子（右）

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪 平成２９年２月１５日平成２９年２月１５日 （６）（７）
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司法書士・社会保険労務士による相談

【司法書士】
�時２月１６日�１４時～１６時 �定８人

（当日先着順） ※受付は１３時３０分か

らで、９人目以降は受けられません。

�内相続・売買・贈与の登記や供託、
訴訟・調停の裁判手続き、成年後見

など

【社会保険労務士】
�時２月２１日�９時～１２時（受付は１１
時３０分まで） �定１０人（当日先着順）
�内年金・健康保険・労災保険・雇用
保険の手続き、労働トラブルなど

◇ ◇

�所市役所本庁舎１階相談室
�問市政情報相談課 ０６（４３０９）３１０４、

�０６（４３０９）３８０１

不動産相談

土地・建物など、あらゆる相談に

専門家が直接応じます。

�時２月２８日�１０時～１４時（受付は１３
時３０分まで） �所市役所本庁舎１階
相談室 �定１０人（当日先着順）
�問指導監察課 ０６（４３０９）３２４５、�

０６（４３０９）３８３４

受けましたか特定健診
受診券の有効期限は３月３１日

期
限
が

近
づ
い
て
る
よ
�

東大阪市国民健康保険加入者で今

年度４０歳から７４歳までの方には、特定

健診受診券（みどり色）を送付して

います。約８０００円相当の健診が、市内

約２６０の医療機関で年度に１回、無料

で受けられます。お早めに受診して

ください。手元に受診券がない方は

お問合せください。

�問医療保険室保険管理課 ０６（４３０９）

３０５１、�０６（４３０９）３８０５

地域包括支援センター
イースタンビラが移転しました

高齢者の総合相談窓口の地域包括

支援センターのうち、柏田・長瀬区

域（柏田小・長瀬西小・長瀬南小・

大蓮小学校区）担当の地域包括支援

センターイースタンビラが２月から

移転しています。なお、担当区域は

変わりません。

移転先 柏田本町７―８ ０６（６７２８）

３０９９、�０６（６７２８）３０９２
�問地域包括ケア推進課 ０６（４３０９）

３０１３、�０６（４３０９）３８４８

３月４日�８時～１３時
本庁舎の電話が不通になります

市役所本庁舎の電話交換設備の改

修に伴い、３月４日�８時から１３時
ごろまで市役所本庁舎の全ての電話

が不通となります。

なお代表番号（０６―４３０９―３０００）につ

いては、１０時ごろからつながります

が、音声アナウンスによる案内のみ

で、各所属へはつながりません。

迷惑をおかけしますが、ご理解く

ださい。

�問管財室 ０６（４３０９）３１２５、�０６
（４３０９）３８２０

録音版・点字版市政だより
発行しています

録音版（カセットテープまたはデ

イジー）と点字版の市政だよりを発

行しています。配布を希望する方は、

お問合せください。

�申�問広報課 ０６（４３０９）３１０２、�０６
（４３０９）３８２１

避難準備情報の名称を変更

昨年の台風１０号発生の際、岩手県

の高齢者施設で、避難情報の意味が

正しく伝わっていないことから適切

な避難行動がとられず犠牲者が発生

しました。これを受けて、高齢者な

どが避難を開始する段階であること

を明確にするため、国において表の

とおり避難情報の名称が変更されま

したので、市においても今後は名称

を変更して運用します。

避難指示（緊急）避難指示

避難勧告避難勧告

避難準備・高齢者等
避難開始

避難準備情報

変更後変更前

�問危機管理室 ０６（４３０９）３１３０、�
０６（４３０９）３８５８

定員がある催しもあります。料金表

示のないものは無料です。詳しくは問

合せ先へ。

スペイン料理とお話
�時３月１２日�１１時～１４時�所くすのき
プラザ（若江岩田駅前）�対市内在住・
在勤・在学（いずれか）の方�料１３００円
�申基本事項（９面に掲載）を２月１８日
�（消印有効）までに往復ハガキで（１
枚に２人まで）�申�問〒５７７―８５２１市役所文
化国際課内国際交流協会事務局０６（４３０９）

３１５５

教科書にでてくる物語と子どもの読書
�時３月１１日�１３時３０分～１６時�所くす
のきプラザ（若江岩田駅前）�問東大阪
図書館大好き友の会「永田」０９０（７１０９）

９７１０

フォトクラブジール写真展
�時３月２９日�～４月２日�１０時～１７
時（２９日は１３時から、２日は１５時まで）

�所イコーラム（男女共同参画センター）
�問フォトクラブジール事務局０６（６９３１）
８５１０

楽しい囲碁をやってみよう�
�時�内５月１３日��１０時～１１時３０分�
子ども囲碁入門教室�１３時～１５時�囲碁
大会�所大阪商業大学図書館棟�対幼児～
大人�申基本事項（９面に掲載）と学年
を５月６日�（消印有効）までにハガ
キまたはファクスで�申�問〒５３０―０００１大
阪市北区梅田１―１駅前第３ビル１７階囲碁

らん か

サロン爛柯０６（４７９６）４１１５（�兼用）
療養・介護相談カフェ

�時２月２２日�・３月２２日�１３時～１８
時�所イコーラム（男女共同参画センタ
ー）�申�問枚岡在宅緩和ケア研究会「森
田」０８０（５３６１）９１９２

混声合唱見学会
�時３月１７日	・２４日	１９時～２１時�所
夢広場（布施駅前）�対中学生以上の方
�問東大阪第九シンフォニー合唱団「吉
富」０８０（５３２８）７２２４

ひびき福祉会創立４０周年記念コンサート
～ラテン音楽

�時３月１８日�１３時～１６時�所府立中央
図書館ライティホール�料�一般�３３００円
（前売２８００円）�障害者および介助者、
６５歳以上、小学生以下�２８００円（前売
２３００円）�申�問アクティビティーセンター
ひびき０６（６７３２）１１１２、�０６（６７２５）
６５２２

響～スプリングコンサート
�時３月１２日�１４時３０分から（開場は１４
時）�所イコーラム（男女共同参画セン
ター）�問関西響ウインドオーケストラ
「中村」０９０（８６２５）８２４３

おはなし組木と牛乳パック
＆どんどこライブ

�時３月５日�１０時～１１時５０分�所もも
の広場（楠根）�対幼児～大人※幼児は
保護者同伴�問ピノキオ絵本で遊ぼう会
０９０（８７５９）９２１１

子育て家庭訪問ボランティア説明会
�時３月１０日	１０時～１２時�所くすのき
プラザ（若江岩田駅前）�対子育て経験
のある方�申電話またはＥメールで�申�問

あずま

東大阪子育てほっとネット「東」０９０

（１７１１）６５０８、�hohs@kosodate�h
ot.net

たん に しょう

府民講座「歎異抄」の魅力
�時２月２５日�１４時～１６時�所府立中央
図書館ライティホール�料５００円※身体障
害者手帳を持参の方、介助者（１人）

は無料�申基本事項（９面に掲載）を２
月２２日�（必着）までに往復ハガキま
たは２５日�までにファクスで（直接、
府立中央図書館ウェブサイトでも可）

�申�問〒５７７―００１１荒本北１―２―１府立中央図
書館０６（６７４５）０１７０、�０６（６７４５）０２６２

もっぱら歩こう�
生駒登山口バス停からJR津田駅まで

歩きます（健脚向け）。�時２月１９日�９
時～１６時�料５００円�申電話または府民の森
ウェブサイトで�申�問（一財）大阪府み
どり公社０６（６２６６）１０３８

男のええ加減昼ごはん
�時３月３日	・９日�・１７日	１１時

３０分～１３時�所くすのきプラザ（若江岩田
駅前）�対５０歳以上の男性�料１回１０００円、
３回２８００円�申２月２４日	までに電話で
（ファクス、Ｅメール、直接も可）�申
�問イコーラム（男女共同参画センター）
０７２（９６０）９２０１、�０７２（９６０）９２０７、�i
koramu@nifty.com

花園桜通りをキレイに
ポイ捨てボクメツ作戦

�時３月１８日�９時～１１時☆ローソン
東花園桜通り店前に集合�問ポイ捨てボ
クメツ作戦実行委員会「近藤」０９０（３７０２）

８７１０

意味明記のタロットで
すぐできる体験会

�時３月１日�１３時３０分～２１時�所府立
中央図書館ライティホール�対２０歳以上
の女性�料２０００円�申２月２６日�までに電
話で�申�問にこにこクラブ「河原」０８０
（４３９１）４０８０

固定資産税・都市計画税第４期

分の納期限は２月２８日�です。納
期限までに市税取扱金融機関や郵

便局、コンビニエンスストア（バ

ーコードが印字されている納付書

に限る）で納めてください。

１月から、バーコード印字のあ

る納付書はＭＭＫ端末（無人端末

と金融機関端末を除く）が設置さ

れているスーパー、ドラッグスト

アなどでも納付できるようになり

ました。ＭＭＫ設置店など詳しく

はお問合せください。

また、口座振替を利用している

方は、口座の残高確認をお願いし

ます。残高不足などで引落しがで

きなかった場合、後日納付書（督

促状）を送付します。この場合、

延滞金がかかることがありますの

でご注意ください。納付書を紛失

した場合は再発行しますので、ご

連絡ください。

�問納税課 ０６（４３０９）３１４８、�０６
（４３０９）３８０８
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月曜日～金曜日９時～１２時・１２時４５分～１７時（祝休日、１２月２９日～翌年１月３日を除く）

専用ダイヤル

06 (4309) 3191
専門相談員が
応じます

配偶者からの暴力（ＤＶ）に悩む方へ まずはお電話を

納期限は２月２８日
固定資産税・都市計画税第４期分

東 大 阪 市 政 だ よ り （８）平成２９年２月１５日

mailto:hohs@kosodate-hot.net
mailto:ikoramu@nifty.com


保育料徴収業務非常勤嘱託

�対昭和２７年４月２日以降生まれで、
次の全ての要件を満たす方 �収納
業務に関する知識がある �基本的
なパソコン操作ができる �電話・
窓口での接遇経験がある �定１人
選考日 ３月４日� 選考方法 筆

記試験、面接 勤務地 市役所本庁

舎子育て支援課 勤務条件 給与月

額１６万円、通勤手当別途支給、各種

社会保険完備 雇用期間 ４月１日

～来年３月３１日 �申履歴書（写真貼
付）を３月１日�（必着）までに郵
送または３日�までに直接
�申�問〒５７７―８５２１市役所子育て支援
課 ０６（４３０９）３１９５、�０６（４３０９）３８１７

アルバイト訪問指導員（看護師）

家庭訪問による健康相談、保健指

導業務を行う指導員（看護師）を募

集します。勤務条件など詳しくはお

問合せください。 �対看護師の資格
がある方 �定２人 �申電話または直
接

�申�問西保健センター ０６（６７８８）

００８５、�０６（６７８８）２９１６

手話通訳・要約筆記の登録者

本市登録者として活動できる方を

募集します。 �対�手話通訳者�手
話を主とする意思伝達技術がある方

�要約筆記者�要約筆記養成講座を
修了し、要約筆記ができる方 �申２
月２８日�までに電話で
�申�問障害者支援室 ０６（４３０９）３１８３、

�０６（４３０９）３８１３

パート校務員の登録者

市立学校園の環境整備業務などに

従事するパート校務員の登録者を募

集します。 勤務時間 ８時～１６時

３０分（週４日）または８時～１５時（週

５日） �申履歴書（写真貼付）を郵
送または直接

�申�問〒５７７―８５２１市役所教育総務部
総務課 ０６（４３０９）３２６６、�０６（４３０９）
３８３７

障害者総合支援法関係
非常勤嘱託員

障害支援区分の認定調査員と、障

害者総合支援法にかかる事業の事務

補助者を募集します。 �対昭和２７年
４月２日以降生まれで、ワード・エ

クセルができ、それぞれの資格要件

を満たす方 ※詳しくは募集要項を

ご覧ください。 �定各若干名 選考日
３月４日� �申応募用紙を２月２４日
�（必着）までに郵送または直接 ※

応募用紙や募集要項は２月６日�か
ら市ウェブサイトでダウンロード可。

�申�問〒５７７―８５２１市役所障害者支援
室 ０６（４３０９）３１８３、�０６（４３０９）３８１３

学校給食短期パート
調理員・配膳員の登録者

勤務時間・�内�調理員�８時３０分
～１５時１５分（６時間勤務）／市立小学

校などでの学校給食調理補助 �配
膳員�１０時３０分～１４時３０分（４時間勤
務）／市立小学校で給食を学年・ク

ラス別に仕分ける作業など �申履歴
書（写真貼付）を郵送または直接

�申�問〒５７７―８５２１市役所学校給食課
０６（４３０９）３２７６、�０６（４３０９）３８６７

スクールヘルパー新規登録者

市立学校で障害のある子どもを支

援するスクールヘルパーの新規登録

者を募集します。 選考日（予定）３
月５日	 選考方法 作文、面接

勤務時間 月曜日～金曜日８時３０分

～１５時２５分 �申応募用紙を２月２０日
�～２７日�（必着）に郵送または直
接 ※応募用紙や募集要項は市ウェ

ブサイトからダウンロード可。

�申�問〒５７７―８５２１市役所学校教育推
進室 ０６（４３０９）３２６９、�０６（４３０９）３８３８

子育て支援センター
非常勤嘱託保育士

子育て支援センターで勤務する保

育士（非常勤嘱託）を募集します。

※一時預かりを含む。 �対保育士の
資格があり、公立・私立保育所（園）

で１年以上の保育経験のある６０歳未

満の方 �定若干名 勤務条件 給与

月額２０万円、通勤手当別途支給、各

種社会保険完備 ※土・日曜日、祝

休日勤務あり。 �申２月２８日�まで
に電話で

�申�問保育室 ０６（４３０９）３１９６、�０６
（４３０９）３８１７

自動販売機の設置事業者

市施設に自動販売機を設置する事

業者を募集します。応募方法など詳

しくは２月１５日�以降の市ウェブサ
イトをご覧いただくか、お問合せく

ださい。 �申３月１日�・２日
に
直接

�申�問管財室 ０６（４３０９）３１２５、�０６
（４３０９）３８２０

男女共同参画社会をめざす
ひとことメッセージ

男女がともに認めあい尊重し、自

分らしさを発揮できる社会をめざし

て、ひとことメッセージを募集します。

なお、入選作品は６月の「男女共同

参画週間記念のつどい」で紹介し、

展示します。 �対市内在住・在勤・
在学（いずれか）の方 ※小・中学

生、高校生を除く。 �内自作で未発
表の５０字以内（句読点、スペースを

含む）の男女共同参画社会をめざす

内容とするメッセージ ※著作権は

市に帰属し、作品は返却しません。

�申メッセージ（５０字以内）と基本事
項（左上に掲載）、学生は学校名・学

年を５月５日�（消印有効）までに
ハガキで（ファクス、Ｅメール、直

接も可） ※市ウェブサイトに掲載

する申込用紙でも応募可。

�申�問〒５７８―０９４１岩田町４―３―２２―６００
イコーラム（男女共同参画センター）

０７２（９６０）９２０１、�０７２（９６０）９２０７、
�ikoramu@nifty.com

２月２５日�９時～１２時に市役所本
庁舎２階・３階の一部窓口業務を開

設します。手続きの際には、運転免

許証やパスポート、健康保険証など

本人確認ができる書類をお持ちくだ

さい。また、住所の変更や戸籍の届

出により氏名が変更になる場合は、

マイナンバー通知カードやマイナン

バーカードの記載変更手続きが必要

となりますので当該カードを持参し

てください。

他市町村や警察署への確認などが

必要な場合は、取扱いができないこ

とや手続きが完了しないことがあり

ますので、詳しくは担当課へ事前に

お問合せください。

なお土曜開庁日も、英語、韓国・

朝鮮語、中国語での通訳業務を行っ

ています。

取扱業務

【住民関係】
戸籍届、住民異動届、印鑑登録な

どの届出や住民票、印鑑証明などの

各種証明書交付など

�問市民課 ０６（４３０９）３１７２、�０６
（４３０９）３８０４

【医療助成関係】
子どもや障害者などの医療費助成

にかかる医療証の申請、医療費の払

戻しの申請など

�問医療助成課 ０６（４３０９）３１６６、�
０６（４３０９）３８０５

【児童手当などの関係】
児童手当や児童扶養手当などの申

請

�問国民年金課 ０６（４３０９）３１６５、�
０６（４３０９）３８０５

【国民健康保険・後期高齢者医療
保険関係】
加入・脱退・変更の申請や各種療

養費の給付申請、保険料の納付・相

談など

�問�医療保険室資格給付課 ０６

（４３０９）３１６７、�０６（４３０９）３８０４ �
医療保険室保険料課 ０６（４３０９）３１６８、

�０６（４３０９）３８０７
【市税関係】
市税の各種証明書発行や納付・相

談・申告受付・申請受付・閲覧・届

出、原動機付自転車および小型特殊

自動車の登録・廃車

�問�税制課 ０６（４３０９）３１３１、�０６
（４３０９）３８１０ �市民税課 ０６

（４３０９）３１３５、�０６（４３０９）３８０９ �
固定資産税課 ０６（４３０９）３１４３～３１４４、

�０６（４３０９）３８１１ �納税課 ０６

（４３０９）３１４７～３１５２、�０６（４３０９）
３８０８

◇ ◇

�問政策調整室 ０６（４３０９）３０１６、�
０６（４３０９）３８４７

市有地を一般競争入札で売り払

います。現場説明会は直接現場へ

お越しください。 ※案内書は２

月１５日�から市ウェブサイトでダ

ウンロード可。

�申�問�管財室 ０６（４３０９）３１２５、�
０６（４３０９）３８２０ �住宅政策室 ０６

（４３０９）３２３２、�０６（４３０９）３８３４
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●記号の見方
�時とき �所ところ �対対象 �定
定員・定数 �内内容 �料料金（表
示のないものは無料） �持持ち物
�申申込方法・申込み先など �問
問合せ先 �Ｅメールアドレス
●申込みの基本事項
�行事名または教室名
�住所
�氏名（ふりがなも）
�年齢
�電話・ファクス番号

以上をそれぞれの申込み先へ

住
宅
政
策
室

５月９日�
～１５日�５月１７日�４月２４日�

１１時から
４１１６．２６宅地

高井田中一丁目１１
番１（旧市営高井
田２住宅敷地）

３月７日�
～１３日�３月１５日�２月２７日�

１１時から
１０８８．８０宅地

御厨東二丁目６７９番
１（旧市営意岐部
住宅敷地）

管
財
室

３月７日�
～１３日�３月１５日�

２月２４日�
１３時から

１１８．７４宅地永和一丁目１５番４

５０１．７５宅地永和一丁目１２番７

２月２４日�
１０時３０分から

３２９．１３宅地
花園本町二丁目８６８
番５

担当
部署受付期間入札日現場説明会の

日時
地 積
（�）地目所在地

市有地を売り払います

市役所本庁舎の一部窓口業務

２月２５日�９時～１２時に開設

一般競争入札

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（９） 平成２９年２月１５日



学ぶのつづき

子育て教室～子育ての輪

子育ての不安や悩みを話しあいま

す。 �時３月３日�・１７日�１９時～２０
時４５分、８日�・２２日�１０時～１１時４５
分 ※申込不要。不登校や子育ての

悩みなどの個別相談にも応じます（１

週間前までに電話で要予約）。

�所�問長瀬青少年センター ０６（６７２７）

１２００、�０６（６７２９）９７８７

市民人権講座～スマイルカレッジ

１７日の講師

中尾勇守さん

�時�内�３月１３
日��被害の多
い悪質商法の手

口と対策 �１７
日��性的マイ
ノリティ当事者

が語る「自分ら

しい生き方」

☆いずれも１４時

～１５時３０分 �所
市役所本庁舎２２階会議室２ �対市内
在住の方 �定各３０人（申込先着順）
※１歳６か月～就学前幼児の保育と

手話通訳あり（各開催日の１週間前

までに要予約）。 �申基本事項（９面
に掲載）と希望日、保育が必要な方

は子どもの生年月日・性別をハガキ

で（電話、ファクス、Ｅメール、直

接も可）

�申�問〒５７７―８５２１市役所人権啓発課
０６（４３０９）３１５６、�０６（４３０９）３８２３、
�jinkenkeihatsu@city.higashios
aka.lg.jp

東大阪アリーナ

スポーツ・文化教室
と

水泳教室

スポーツ・文化教室（表右参照）

と水泳教室（表下参照）の会員を募

集します。詳しくは東大阪アリーナ

ウェブサイトをご覧いただくか、お

問合せください。

【スポーツ・文化教室（４月～７月）】
�申基本事項（９面に掲載）と小・
中学生は学年を３月３日�（必着）
までに往復ハガキで（１人１枚）

【水泳教室（４月～６月）】
�申基本事項（９面に掲載）とコー
ス（第２希望まで）、送迎バス乗車希

望の有無を３月３日�（必着）まで
に往復ハガキで

◇ ◇

いずれも抽選で、応募が少ない教

室は中止する場合があります。

�所�申�問〒５７７―０８０４中小阪４―７―６０
東大阪アリーナ ０６（６７２６）１９９５、�
０６（６７２６）１９９４

長瀬子育て支援センター

【親子 de身体遊び】
�時２月２７日�１０時～１１時 �対２歳
以上の幼児 �定２５組（申込先着順）
�申２月１５日�１３時から電話で
【音楽 de遊ぼ�】
�時３月６日�１０時～１１時 �対就学
前乳幼児 �定３０組（申込先着順）
�申２月１７日�１３時から電話で
【お楽しみ会】
�時３月１０日�１０時～１１時３０分 �対
平成２９年４月１日現在、３歳以上の

未就園児 �定４０組（申込先着順）
�申２月２０日�１３時から電話で

◇ ◇

�申�問長瀬子育て支援センター ０６

（６７２８）１８００、�０６（６７２８）２４１３

あさひっこ

【まんぼーリトミック】
�時３月７日�１０時～１１時 �対２歳
７か月以上の幼児 �定１２組（申込先
着順） �申２月２１日�１０時から電話で
【五条老人センターの利用者さん
と手形でカードを作ろう】
�時３月１０日�１０時～１１時 �所五条
老人センター �対就学前乳幼児 �定
１０組（申込先着順） �申３月１日�
１０時から電話で

【孔舎衙でふれあい＆ダンス】
�時３月２日�１０時～１１時 �所孔舎
衙公民分館 �対０歳児 �定１０組（申
込先着順） �持抱っこひも �申２月
１５日�１０時から電話で

◇ ◇

�申�問あさひっこ（旭町子育て支援
センター） ０７２（９８０）８８７１、�０７２
（９８５）１０５５

鴻池子育て支援センター

【心理職による発達相談】
�時２月２０日�１３時３０分～１６時 �対
就学前乳幼児

【劇団京芸による人形劇】
�時３月３日�１０時３０分～１１時３０分
�所グリーンパル（中鴻池） �対１歳以
上の乳幼児 �定８０組（申込先着順）
�持名札、靴袋、飲み物 �申２月１７日
�１３時～３月１日�１７時に電話で

◇ ◇

�申�問鴻池子育て支援センター ０６

（６７４８）８２５１、�０６（６７４３）０５７７

荒本子育て支援センター

【みんなで考えよう「集団生活」】
�時２月２４日�１０時～１１時３０分 �対
平成２９年度入園予定の３歳以上の幼

児 �定１３組（申込先着順） �申２月
１５日�１３時から電話で
【簡単おひなさま作り】
�時２月２７日�９時３０分～１１時３０分
�対就学前乳幼児
【大福さんの人形劇を楽しもう】
�時３月３日�１０時～１１時３０分 �対
１歳６か月以上の乳幼児 �定２０組（申
込先着順） �申２月１７日�１３時から電
話で

◇ ◇

�申�問荒本子育て支援センター ０６

（６７８８）１０５５、�０６（６７８８）２５９７

ももっこ

【離乳食講座】
�時２月２４日�１０時～１１時 �対０歳
児 �定１０組（申込先着順） �料１００円

�申２月１５日�１０時から電話で
【それいけ�ＧＵＮＧＵＮ】
�時２月２８日�１０時３０分～１１時３０分
�所ももの広場（楠根）４階 �対１歳
６か月以上の乳幼児 �定２０組（申込先
着順） �申２月１６日�１０時から電話で
【ベビーマッサージ】
�時２月２８日�・３月７日�・１４日
�１４時～１５時（計３日間） �対３か月
～４か月の乳児 �定６組（申込先着
順） �申２月２１日�１０時から電話で

◇ ◇

�申�問ももっこ（楠根子育て支援セ
ンター）０６（４３０６）４１５１、�０６（４３０６）
３０８０

子育てのつどい

�時�所�内�申�３月１０日�１０時～１１時
３０分�森河内公民分館／ふれあい遊び

や体操／２月２１日�１０時から荒本子育
て支援センター保育所に電話で �
３月１４日�１０時～１１時３０分�盾津鴻池
公民分館分室／楽しくつながり遊び／

２月２７日�１０時から鴻池子育て支援
センター保育所に電話で �対就学前
乳幼児 �定各３０組（申込先着順）
�申�問�荒本子育て支援センター保
育所 ０６（６７８９）５２９５、�０６（６７８９）
８６６１ �鴻池子育て支援センター保育
所 ０６（６７４８）８２８０、�０６（６７４３）０７８８
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※車での来場はご遠慮ください。�所の記載のない催しは、各子育て支援セ
ンターで開催。�対は子どもについてのみ記載していますが、全て保護者
が同伴してください。申込方法の記載のない催しは申込不要です。

子育て支援センター＆
子育てのつどいの催し

１万７５００円自己紹介など基本的な会話ができる方１４時３０分～１５時３０分
金曜

やさしい会話
韓国語

文
化
教
室

１万７５００円文字の仕組みがわかる方１３時２０分～１４時２０分中 級 １

１万２０００円一眼レフカメラを使いこなしたい方
外部実習９時～１７時

土曜写真教室
講義１３時～１６時

１万２０００円１６歳以上の方１０時～１１時３０分水曜半紙に描く「書と季節絵」

８０００円１８歳以上の方１０時～１１時水曜四柱推命

１万２１００円小学校３年生以上の子どもとその保護者１７時１０分～１８時４０分月曜親子バドミントン

子
ど
も
・
親
子
教
室

７７００円小学校３年生～中学生１７時１０分～１８時４０分月曜少年少女バドミントン

４０００円３歳以上の子ども（保護者同伴可）１３時３０分～１４時３０分土曜子どもフラワーアレンジメント

８４００円小学校３年生～６年生１７時１０分～１８時４０分木曜ミニバスケット

１万８９００円１８歳以上の方１８時４０分～１９時５５分木曜大人チアダンス

１万８９００円４歳～小学校６年生の女子１７時１０分～１８時２５分木曜チアダンス

１万５７５０円
小・中学生

１９時３０分～２０時５０分
金曜

中 ・ 上 級

ＨＯＳ
バスケット

１万５７５０円１８時～１９時２０分初 級

１万２０００円中学生以上の女性１９時～２０時１５分金曜はじめてのハワイアンフラ

ス
ポ
ー
ツ
教
室

９０００円１６歳以上の方１２時～１３時金曜美・バリエーションＥＸ

１万４０００円１６歳以上の方１０時～１１時３０分金曜ハワイアンフラ

１万５０００円１８歳以上の女性１０時～１１時１０分木曜姿勢改善ピラティス

８２５０円出産後、１か月検診を終了している方１１時３０分～１２時３０分水曜ママのエアロビクス

１万１０００円１８歳以上の方１０時１５分～１１時１５分水曜太極拳

１万３２００円１８歳以上の方１１時４５分～１２時４５分月曜ズンバゴールド

１万２０００円１８歳以上の方１１時３０分～１２時３０分月曜はじめてのヨガ

１万２０００円１８歳以上の方１０時～１１時月曜操体法

１万４３００円中学生以上の方１９時～２０時３０分月曜ソフトテニス

１万４０００円１６歳以上の方１０時～１１時３０分木曜成人卓球Ｂ

１万１０００円１６歳以上の方１９時～２０時３０分水曜成人卓球Ａ

１万５４００円１６歳以上の方１０時～１１時３０分木曜成人バドミントンＢ

１万４３００円１６歳以上の方１９時～２０時３０分木曜成人バドミントンＡ

１万２１００円１６歳以上の方１７時１０分～１８時４０分月曜成人バドミントン

１万１０００円１６歳以上の方１０時～１１時３０分月曜成人女子バスケット

料 金対 象と き教 室 名
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１万２０００円
１８歳以上の女性

１１時～１２時金曜日
レディースⅠ

水
泳
教
室

１万２０００円１１時～１２時水曜日

１万２０００円１８歳以上の方１１時～１２時木曜日
はじめてスイ
ミング

１万２０００円
おむつが取れている
２歳６か月～５歳の
幼児とその保護者

１０時～１１時金曜日
親子スイミン
グ

１万２０００円１８歳以上の方１０時～１１時木曜日
腰痛改善スイ
ミング

１万円
小・中学生

１７時３０分～
１８時３０分

月・水・木・金
曜日の４コー
スから選択

小・中学生
９０００円

１万円
小学生

１６時３０分～
１７時３０分

月・水・木・金
曜日の４コー
スから選択

小学生
９０００円

１万円

平成２３年４月２日～
平成２５年４月１日生
まれの方

１５時３０分～
１６時３０分

月・水・木・金
曜日の４コー
スから選択

幼児
９０００円

料 金対 象コ ー ス ・ と き教 室 名

１万８０００円
４泳法で２５ｍ以上泳
げる小・中学生

１７時３０分～
１８時３０分

月・水・木・金
曜日の週４回

週４クラス

水
泳
教
室

１万５００円
～

１万３６５０円

４泳法で５０ｍ以上泳
げる高校生までの方

１８時３０分～
２０時３０分

月・水・金曜日
の３コースか
ら選択

育成クラス

１万２０００円１８歳以上の方
１９時３０分～

２０時１５分
水曜日

AQUA
ZUMBA

１万２０００円

１８歳以上の方
１９時３０分～

２０時１５分
木曜日

アクアビクス

１万２０００円１０時～１０時４５分水曜日

１万２０００円
高校生以上の方

１９時３０分～
２０時３０分

月・金曜日の
２コースから
選択

成人	
１万８００円

１万２０００円
１８歳以上の方

１３時３０分～
１４時３０分

月・水・金曜日
の３コースか
ら選択

成人

１万８００円

１万２０００円１８歳以上の女性１４時～１５時木曜日レディース	

料 金対 象コ ー ス ・ と き教 室 名

東 大 阪 市 政 だ よ り （１０）平成２９年２月１５日
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ちゅう がっ こう や かん がっ きゅう り ゆう しょう

中学校夜間学級は、さまざまな理由で小
ちゅう がっ こう そつ ぎょう かた じっ しつ てき

・中学校を卒業できなかった方や、実質的
じゅう ぶん きょう いく う ちゅう がっ こう

に充分な教育を受けられないまま中学校を
そつ ぎょう かた さい い じょう かた まな

卒業した方で、１５歳以上の方が学ぶための
がっ きゅう し ない す かた ゆう せん

学級です（市内に住んでいる方を優先）。
きょう いく う き かん がつ ねん かん

教育を受ける期間は４月から３年間で、
べん きょう じ かん ちょう えい ちゅう がっ こう や かん がっ きゅう じ ふん

勉強時間は長栄中学校夜間学級が１７時１５分

じ ふん ふ せ ちゅう がっ こう や かん がっ きゅう

から２１時５分まで、布施中学校夜間学級が
じ ふん じ

１７時２５分から２１時までです。
にゅう がく き ぼう かた がつ にち きんようび

入学を希望する方は、４月２８日 �までに、
ちょう えい ちゅう がっ こう や かん がっ きゅう ふ せ ちゅう がっ こう や かん がっ きゅう

長栄中学校夜間学級、布施中学校夜間学級
て つづ

で手続きをしてください。
も う し こ とい あわ さき ちょう えい ちゅう がっ こう や かん がっ

申込み・問合せ先 �長栄中学校夜間学
きゅう ふ せ ちゅう がっ こう や かん がっ

級 ０６（６７８３）０７６６ �布施中学校夜間学
きゅう ど にち よう

級 ０６（６７２２）６８５０ ☆いずれも土・日曜
び しゅくきゅう じつ のぞ じ じ

日、祝休日を除く１６時から１９時まで
とい あわ さき がく じ か ふぁくす

問合せ先 学事課 ０６（４３０９）３２７１、 �

０６（４３０９）３８３８
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「ゆとりーと共済」は、中小企

業を支援するために市が出資して

設立した（公財）東大阪市産業創

造勤労者支援機構が運営する公の

共済制度です。１人月６００円の会費

で、働く人のゆとりある豊かな生

活を総合的にサポートします。

福利厚生の導入や充実を考えて

いる事業主は、ぜひご利用くださ

い。

慶弔給付（一例） �結婚祝金
�２万円（初婚） �出産祝金�
１万円 �重度障害見舞金�１０万
円 人間ドック補助 １万円以内

生活サポート（一例） �宿泊補
助�３０００円（年間２泊まで） �レ
ジャー施設割引�布施ラインシネ
マ、東大阪アリーナなど

�申�問ゆとりーと共済 ０６（６７２５）

０３００、�０６（６７２１）１２１２
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長瀬老人センターの教室

活動期間は４月から１年間です。

�対市内在住の６０歳以上の方 �内民謡、
生け花、歌体操、絵手紙、新舞踊、

書道、カラオケなど ※抽選。 �申
３月１日�～１０日�９時～１７時に直
接 ※日曜日は休館。

�所�申�問長瀬老人センター ０６（６７２０）

５６５３、�０６（６７２４）９８６９

八戸の里老人センター～趣味クラブ

活動期間は４月から１年間です。

�対市内在住の６０歳以上の方 �内詩吟、
社交ダンス、茶道、カラオケ、ゲートボ

ールなど �申３月６日�～１０日�９
時３０分～１５時３０分に本人が直接 ※

年齢が確認できるものを持参。

�所�申�問八戸の里老人センター ０６

（６７２４）６２２０、�０６（６７２４）６７３８

近江堂・日下市民プラザの教室

【初めてのマジック教室】
�時３月２日�・１６日�１３時～１４時

３０分 �所近江堂市民プラザ �料１０００円
※別途材料費５００円が必要な場合あ

り。

【冷え体質改善法とマッサージ】
�時�所�３月８日�・２２日�１３時３０
分～１５時�日下市民プラザ �１０日
�・２４日�１０時３０分～１２時�近江堂
市民プラザ �料１０００円 �持タオル、飲
み物

◇ ◇

※いずれも計２日間。 �定各１５人
（申込先着順） �申電話または直接
�申�問�近江堂市民プラザ ０６（６７３０）

０８４０ �日下市民プラザ ０７２（９８６）

９２８４ ☆いずれも�兼用

発掘ふれあい館～歴史講演会

�時２月１９日�１３時３０分～１５時３０分
�定９０人（当日先着順） �内世界遺産
「平泉」と震災からの復興

�所�問発掘ふれあい館（埋蔵文化財
センター） ０７２（９８３）２３４０、�０７２
（９８２）９４１１

パソコン教室

個別指導のパソコン教室です（１

時間１２９６円）。まずは説明会にお越し

ください。 説明会�時火・木曜日１２
時から・１６時から、土曜日１２時から

�申電話で
�所�申�問東大阪商工会議所 ０６（６２２４）

４３００、�０６（６７２５）３６１１
�問モノづくり支援室 ０６（４３０９）

３１７７、�０６（４３０９）３８４６

春休み親子クッキング

�時３月２５日	１０時３０分～１４時 �対
市内在住・在勤・在学（いずれか）

の子どもとその保護者 ※保護者１

人に子ども２人まで可。 �定８組（抽
選） �内春野菜で押しずしなど �料
１人５００円 �申基本事項（９面に掲載）
を３月４日	（消印有効）までに往
復ハガキで

�所�申�問〒５７７―００５４高井田元町１―１１―
１７ 青少年女性センター ０６（６７８９）

５７４６、�０６（６７８９）２０４９

語学ボランティア研修

市内約１万７０００人の外国人住民が

安心して暮らせるように、あなたの語

学力を活かして通訳・翻訳しません

か。 �時�内�３月２日�１０時～１６時�
語学ボランティアの心構え、母子保健

事業の紹介、ロールプレイなど �９
日�１３時～１６時�外国人生徒のため
の受験制度、ロールプレイ �所市役所
本庁舎２２階会議室 �対日本語と外国
語で充分なコミュニケーションがで

き、市の語学ボランティアに登録して

活動したい方 �定各３０人（申込先着
順） �申基本事項（９面に掲載）と希望
日、通訳言語、母語、通訳・翻訳経

験を２月２４日�までに電話で（ファク
ス、Ｅメールも可）

�申�問文化国際課国際情報プラザ
０６（４３０９）３３１１、�０６（４３０９）３８２３、�b
unkoku.plaza@city.higashiosaka.

lg.jp

大人の塗り絵教室

�時３月９日�１４時～１６時 �対市内
在住の２０歳以上の方 �定１６人（申込先
着順） �申２月１６日�～３月２日�
に電話または直接

�所�申�問四条図書館 ０７２（９８２）１２３５、

�０７２（９８４）６０７９

初心者卓球教室

�時４月～来年３月の水曜日１３時～
１６時（８月を除く） �対市内在住の６０
歳以上の方 �定２０人（抽選） �料８００
円 �持ラケット、室内用シューズ
�申２月１５日�～２８日
に直接
�所�申�問五条老人センター ０７２（９８５）

３７５１、�０７２（９８６）７５９２

東大阪水泳学校春季学校

�時３月２５日	～４月２日�９時～
１１時３０分（３月２８日
を除く計８日
間） �所東大阪アリーナ �対申込み
時点で小学校３年生以上の方 ※病

気などで医師から水泳不適と診断さ

れた方や学校などで水泳を禁止され

ている方を除く。 �定６０人（申込先着
順） �料８０００円 �持水着、水泳帽・校
章など（指定） �申願書と料金、印鑑、
中級以上の方は修了証を持って３月

１１日	１０時～１１時３０分に東大阪アリ
ーナロビーへ直接 ※願書は申込時

に配布（３月１日�から東大阪アリ
ーナで事前配布も可）。料金納入後は

理由を問わず一切返金できません。

�問�市水泳協会「園田」０９０（６９８８）
５４４３ �青少年スポーツ室 ０６（４３０９）

３２８２、�０６（４３０９）３８３５

ボランティア・市民活動センター
教室＆催し

【地域型ボランティア養成講座】
お住まいの地域を中心にボランテ

ィア活動をしてみませんか。 �時２月
２７日�・２８日
・３月６日�１０時３０
分～１２時（計３日間） �対全日程受
講できる方 �定２０人（申込先着順）
�料２００円 �申基本事項（９面に掲載）
と受講動機を２月２３日�（必着）ま
でにハガキで（電話、ファクス、直

接も可）

【ボランティアあいあいサロン】
�時２月２５日	１３時３０分～１５時３０分
�定４０人（申込先着順） �内ＮＰＯ法人の
活動内容や経営についての話 �申基
本事項（９面に掲載）を２月２２日�ま
でに電話で（ファクス、直接も可）

◇ ◇

�所�申�問〒５７７―００５４高井田元町１―２―
１３ 総合福祉センター内ボランティ

ア・市民活動センター ０６（６７８９）

５５５０、�０６（６７８９）２９２４

ＮＰＯ法人のための講座

【知っておきたい１年の義務的事
務の流れとポイント】
所轄庁や法務局、税務署など、１

年の義務的事務手続きの流れと基礎

を学び、年間の事務計画表を作成し

ます。 �時３月１１日	９時３０分～１２時
�所市役所本庁舎１８階研修室 �申３月
７日
まで
【スッキリ分かる�会計と税務】
会計と税務の重要性の再確認と会

計・税務の知識向上をめざします。

個別相談もできます（要事前予約。１

団体約１０分）。 �時３月１８日	９時～
１２時 �所市役所本庁舎１８階会議室１
�申３月１４日
まで

◇ ◇

�対ＮＰＯ法人の理事および事務担
当者または関心のある方 �定各４０人
（申込先着順） �申基本事項（９面
に掲載）と所属団体名（加入者のみ）、

Ｅメールアドレス、それぞれのテー

マに関する悩み・質問、「会計と税務」

は個別相談の有無・相談内容を各申

込期限までに電話で（ファクス、Ｅ

メール、直接も可）

�申�問ＮＰＯ・市民活動支援課 ０６

（４３０９）３３５０、�０６（４３０９）３８１２、�
npo�shimin@city.higashiosaka.l
g.jp

福利厚生の充実を
ゆとりーと共済を利用しませんか

ちゅう がっ こう や かん がっ きゅう

中学校夜間学級で
まな

学びませんか

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（１１） 平成２９年２月１５日

mailto:bunkoku.plaza@city.higashiosaka.lg.jp
mailto:npo-shimin@city.higashiosaka.lg.jp


おはなしボランティアステップアップ
ブックトークを始めよう

子どもたちに本を紹介しませんか。

�時２月２８日�１０時～１２時 �対市内在
住のおはなしボランティアとして活

動している方 �定５０人（申込先着順）
�申２月１５日�から電話または直接
�所�申�問花園図書館 ０７２（９６５）７７００、

�０７２（９６５）９２１２

くすね落語会

�時３月４日�１４時～１６時 �定４０人
（申込先着順） �申電話または直接
�所�申�問楠根市民プラザ ０６（６７４５）

９１４７（�兼用）

旧河澄家の催し＆教室

【あんがいおまる一座朗読劇】
旧河澄家にゆかりのある上田秋成

の「雨月物語」の朗読劇です。 �時
３月１９日�１３時～１４時３０分 �定３０人
（申込先着順） �申３月１日�９時
３０分から電話で（旧河澄家ウェブサ

イトからも可）

【陶芸体験～ブローチ作り】
作品は陶芸展で展示します。 �時
３月１２日�１０時３０分～１１時３０分・１３時
３０分～１４時３０分 �対３歳以上の方
※未就学児は保護者同伴。 �定各２０人
（申込先着順） �持エプロン、タオル
�申２月２１日�９時３０分から電話で
【陶芸展】
�時３月１０日�～４月１６日�９時３０
分～１６時３０分 �内石切工房、桜陶庵陶
芸教室の作品など ※申込不要。

◇ ◇

�所�申�問旧河澄家（日下町７） ０７２
（９８４）１６４０（�兼用）

イコーラムの催し＆教室

【いこう�らむシネマ】
同性愛者であることへの差別や偏

見と闘いながら、大切な人を守ろう

とする二人の生き方を描いた「チョ

コレートドーナツ」を鑑賞します（字

幕あり）。 �時３月９日�１０時～１２時
・１４時～１６時 �対市内在住・在勤・
在学（いずれか）の方 �定各４０人（当
日先着順） ※１歳６か月～就学前

幼児の保育あり（定員各１０人で申込

先着順。１人２００円。３月２日�まで
に要予約）。

【こころとからだ講座】
自宅でできるツボ押しをマスター

して、自分の体と向きあいましょう。

�時３月１８日�１０時～１２時 �対市内在
住・在勤・在学（いずれか）の方 �定
２０人（抽選） ※１歳６か月～就学

前幼児の保育あり（定員１０人で申込

先着順。１人２００円）。 �申基本事項
（９面に掲載）と受講動機、保育が

必要な方は子どもの氏名・生年月日

を３月１１日�（必着）までにハガキ
で（電話、ファクス、Ｅメール、直

接も可）

◇ ◇

�所�申�問〒５７８―０９４１岩田町４―３―２２―
６００ イコーラム（男女共同参画セン

ター） ０７２（９６０）９２０１、�０７２（９６０）
９２０７、�ikoramu@nifty.com

ドリーム２１の催し＆教室

【春の音楽会】
ドリーム２１管弦楽団「チェルボ」

によるコンサートを開催します。

�時３月２６日�１４時～１５時３０分 �定１８９
人 �料４歳以上６００円（前売５００円）
※電話予約可。３歳以下も座席が必

要な場合は有料。

【星空教室～星博士になろう�】
プラネタリウムなどで星座や天体

について学びます。 �時４月～来年
３月の第２・４土曜日１４時～１６時

☆うち５回は１７時～１９時３０分 �対小
学校新３年生～新６年生 �定２０人（抽
選） �料１０００円 �申３月１２日�までに
ハガキで（Ｅメール、直接も可）

◇ ◇

�所�申�問〒５７８―０９２３松原南２―７―２１
ドリーム２１ ０７２（９６２）０２１１、�０７２
（９６２）０８１０、�info@dream21.hi
gashiosaka.osaka.jp

地域まちづくり活動成果報告会

市では、さまざまな分野で活動し

ているまちづくり活動団体に助成金

を交付しています。今年度、助成を

受けた２８団体による成果報告会（プ

レゼンテーション）を開催します。

�時３月１２日�１３時～１７時 �所市役所
本庁舎１８階大会議室 �対市内在住・
在勤・在学（いずれか）の方 �申基
本事項（９面に掲載）と団体名・所

在地・活動場所（団体加入者のみ）

を３月３日�（必着）までにハガキ
で（電話、ファクス、Ｅメール、直

接も可）

�申�問〒５７７―８５２１市役所市民協働室
０６（４３０９）３３１９、�０６（４３０９）３８１２、�m
achikai@city.higashiosaka.lg.jp

地域福祉活動実践報告会

�時３月４日�１３時３０分～１４時３０分
�所夢広場（布施駅前） �定１７０人（当
日先着順） �内福祉のまちづくりを
進めている校区福祉委員会による活

動報告

�問総合福祉センター内ボランティ
ア・市民活動センター ０６（６７８９）

７２０４、�０６（６７８９）２９２４

落語会グリーンパル寄席

�時３月１２日�１３時～１５時３０分 �対
市内在住・在勤（いずれか）の方

�定２００人（当日先着順） �内素人寄席
天満天神の会による落語

�所�問グリーンパル（中鴻池） ０６

（６７４４）２７４８（�兼用）

市民グラウンド・ゴルフ大会

�時４月４日�８時３０分から ※雨

天時は８日�に順延。 �所吉田春日
グラウンド �対市グラウンド・ゴル
フ協会登録者以外の市内在住・在勤

（いずれか）の方 �定６０人（申込先
着順） �料３００円 �申３月６日�１０時
～１１時３０分に東大阪アリーナに直接

�問	市グラウンド・ゴルフ協会「金
光」 ０７２（９８７）１８３４ 	青少年スポ
ーツ室 ０６（４３０９）３２８２、�０６（４３０９）
３８３５

アーチェリー上山友裕さん講演
リオへの軌跡

昨年のリオ

デジャネイロ

・パラリンピ

ックのアーチ

ェリーリカー

ブで７位入賞

を果たした市

内在住の上山友裕さん（写真）がお

話しします。 �時２月２３日�１５時～１６
時３０分 �所イコーラム（男女共同参画
センター） �定２４０人（申込先着順）
�対市内在住・在勤・在学（いずれか）
の方 �申基本事項（９面に掲載）を
２月２０日�（必着）までに電話で（ハ
ガキ、Ｅメールも可） ※車いすの

方や手話通訳などが必要な方はお申

し出ください。

�申�問〒５７７―８５２１市役所障害者支援
室 ０６（４３０９）３１８３、�０６（４３０９）３８１３、
�shogai@city.higashiosaka.lg.jp

�時３月１２日�１４時から（開場は１３
時３０分） �対市内在住・在勤・在
学（いずれか）の方 �定４００人（抽
選） �内	女性津軽三味線ユニッ
ト来世楽（写真下㊧）による「黒

田武士」、オリジナル曲など 	貴
乃花部屋女将・花田景子さん（写

真左下㊨）による人権講演会「諦

めない心」 ※手話通訳あり。

�申基本事項（９面に掲載）と希望
人数（２人まで）、車いすの有無を

２月２２日�（消印有効）までに往復
ハガキで

�所�申�問〒５７７―００２３荒本２―６―１ 荒

本人権文化センター ０６（６７８８）

７４２４、�０６（６７８８）２４５６
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あらもと愛ふれあい２１

津軽三味線＆講演会

�工晋平

昨年府内で５２億円・１６００件超の被害
あなたのお金を狙う「特殊詐欺」

昨年、大阪府内で発生した「還付金詐欺」などの特殊詐欺の被

害総額は５２億円以上、認知件数も１６００件を超えました。

合言葉は「確認」と「相談」

慌てたり不安になったりするような電話であれば、まずは相手

を確認するか、いったん電話を切り、誰かに相談しましょう。

不審な電話があれば、１１０番通報または最寄りの警察署へ連絡を。

還
付
し
ま
す
〜

高
井
田
老
人
セ
ン
タ
ー
で
警
察
署
員

が
特
殊
詐
欺
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ

う
訴
え
る
寸
劇
を
行
い
ま
し
た
。

特殊詐欺が多発していることは市民の生命身体財

産に対する危機事象であり、災害と同等の対応が

必要であることから１月２７日、市役所危機管理セ

ンターで初の特殊詐欺被害防止緊急連絡会議を開

催しました。今後、市内３警察署と連携しながら、

さらに一歩踏み込んだ取組みを進めていきます。

絶対にだまされないで�

東 大 阪 市 政 だ よ り （１２）平成２９年２月１５日

古紙配合率７０％再生紙を使用しています

mailto:info@dream21.higashiosaka.osaka.jp
mailto:machikai@city.higashiosaka.lg.jp
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3万

3万1000

2万9000

2万8000

2万7000

2万6000

2万5000

救急出動件数の推移

平成20年
2万 5620件

平成 28年
3万 230件

平成19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年

（件）

前年より
618件増加

　昨年、市内で137件の火災が発生し、6人の尊い命
が失われました。また、日本では地震や台風などの自
然災害が猛威をふるいました。
　現在、消防局では火災や救急対応の強化はもちろ
ん、大規模自然災害やラグビーワールドカップ2019
日本大会に向けた対応など、さまざまな課題に取り組
んでいます。これからも「市民生活の安全確保」のた
め市民の皆さんとともに歩んでいきます。

災害は、いつ発生するのかわからない。
だから今、備えが必要です！！

昨
年
の
救
急
出
動
件

数
は
３
万
２
３
０
件
で

前
年
よ
り
６
１
８
件
増

加
、
搬
送
者
数
は
２
万

６
８
３
７
人
で
７
１
２

人
増
加
し
過
去
最
多
を

記
録
し
ま
し
た
。ま
た
、

救
急
出
動
件
数
の
推
移

を
み
る
と
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
（
グ
ラ

フ
参
照
）。

救
急
要
請
の
中
に
は

「
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
わ
か
ら
ず
、
と
り
あ

え
ず
救
急
車
を
呼
ん
で

し
ま
っ
た
」
と
い
う
こ

と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

救
急
車
の
台
数
に
は
限

り
が
あ
り
ま
す
。
本
当

に
必
要
と
す
る
方
の
と

こ
ろ
へ
一
刻
も
早
く
到

着
す
る
た
め
、
救
急
車

を
呼
ぶ
べ
き
か
迷
っ
た

と
き
は
、
救
急
安
心
セ

ン
タ
ー
お
お
さ
か
（
＃

７
１
１
９
）
や
大
阪
府

救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ

ー
、
小
児
救
急
電
話
相

談
、小
児
救
急
支
援
ア
プ

リ
な
ど
の
活
用
を
お
願

い
し
ま
す（
４
面
参
照
）。

た
だ
し
、
緊
急
時
は

迷
わ
ず
救
急
車
を
要
請

し
て
く
だ
さ
い
。

�問
警
備
課

― 発行所 ―
東大阪市消防局
東大阪市稲葉
1―1―9
TEL０７２（９６６）９６６３
FAX０７２（９６６）９６６９

平
成
２８
年
救
急
出
動
件
数

過
去
最
多
の
３
万
件
超
え

「消しましょう その火その時 その場所で」（平成２８年度全国統一防火標語）

救急出動件数 ３万２３０件

搬送者数 ２万６８３７人

２０１７年（平成２９年）
№１０１

救
急
車
内
で
高
度
な
救
命

処
置
を
行
っ
て
い
る
救
急

救
命
士

救急安心センターおおさか～救急医療相談・救急病院案内を２４時間３６５日受け付けます ＃７１１９または０６（６５８２）７１１９
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マ
ナ
ー
を
守
っ
て

山
火
事
を
防
ご
う

平
成
２８
年
の
火
災
概
況
（
速
報
値
）
が
ま

と
ま
り
ま
し
た（
表
参
照
）。
火
災
件
数
は
昨

年
よ
り
１
件
増
加
し
て
い
ま
す
。
火
災
か
ら

皆
さ
ん
の
大
切
な
命
を
守
る
た
め
、
日
頃
の

訓
練
や
防
火
対
策
が
重
要
で
す
。

火
災
原
因
の
１
位
は「
放

火（
疑
い
を
含
む
）」で
、前

年
よ
り
２２
件
減
少
し
ま
し

た
が
、
依
然
と
し
て
高
い

割
合
を
占
め
、
２８
年
連
続

で
１
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。

２
位
は
た
ば
こ
の
１４
件

で
、
原
因
は
寝
た
ば
こ
や

灰
皿
に
溜
ま
っ
た
吸
殻
か

ら
の
出
火
な
ど
、
ち
ょ
っ

と
し
た
注
意
で
防
げ
た
も

の
ば
か
り
で
し
た
。

そ
し
て
、
３
位
は
電
気

機
器
の
１１
件
で
、「
使
用
方

法
の
誤
り
」
や
「
異
常
を

感
じ
て
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
使
い
続
け
て
い
た
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
し
た
。
電
気
機

器
は
取
扱
説
明
書
を
よ
く

読
み
、
異
常
を
感
じ
た
ら

す
ぐ
に
使
用
を
や
め
て
く

だ
さ
い
。

�問
予
防
広
報
課

昨
年
の
放
火
（
疑
い
を

含
む
）
に
よ
る
火
災
は
２１

件
で
、
前
年
よ
り
大
幅
に

減
少
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、

放
火
さ
せ
な
い
環
境
づ
く

り
や
防
犯
カ
メ
ラ

の
普
及
な
ど
に
よ

る
効
果
と
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
依
然

と
し
て
屋
外
に
放

置
し
て
い
た
物
に

火
を
つ
け
ら
れ
た

と
い
う
事
案
が
多

く
発
生
し
て
い
ま

す
。放

火
犯
も
空
き

巣
な
ど
と
同
じ

く
、
周
囲
の
目
や

ま
ち
全
体
の
防
犯
意
識
を

一
番
嫌
う
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
地
域
ぐ
る
み

で
放
火
対
策
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
地
域

ぐ
る
み
の
活
動
は
、
大
規

模
災
害
時
の
「
共
助
」
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
放
火

対
策
を
通
し
て
ま
ち
の
防

災
力
向
上
を
図
り
ま
し
ょ

う
。�問

予
防
広
報
課

昨
年
４
月
に
熊
本
地
震

が
発
生
し
、
大
き
な
被
害

が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

熊
本
地
方
を
支
援
す
る
た

め
、
本
市
の
消
防
局
救
助

隊
員
も
現
地
に
か
け
つ
け

ま
し
た（
写
真
）。
ま
た
１０

月
の
鳥
取
県
中
部
地
震
で

は
、
大
阪
で
も
緊
急
地
震

速
報
の
ア
ラ
ー
ム
が
鳴
り

「
ま
さ
か
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
�
」
と
、
怖
い
思

い
を
し
た
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

地
震
は
い
つ
起
こ
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
日
頃
か

ら
次
の
備
え
を
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

▽
食
料
・
飲
料
水
の
備

蓄

▽
非
常
持
ち
出
し
袋

の
用
意

▽
家
具
類
の
転

倒
防
止

▽
避
難
場
所
の

確
認

な
ど

放火を防ぐ
４つのポイント�
・建物の周囲は明るく
※センサーライトも効
果的です。
・施錠は確実に
・ゴミは収集日の朝に出
す
・燃えやすい物を放置し
ない

山火事を想定した訓練で急斜面を登り放水する隊員

生
駒
山
は
、
車
や
電
車

で
気
軽
に
訪
れ
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
ハ
イ
カ
ー

な
ど
に
大
人
気
で
す
。
し

か
し
冬
か
ら
春
に
か
け
て

山
は
、
落
葉
や
枯
れ
草
が

多
く
な
る
こ
と
に
加
え
、

空
気
の
乾
燥
も
手
伝
っ
て
、

一
度
火
が
つ
く
と
大
規
模

な
山
火
事
（
林
野
火
災
）

に
発
展
し
て
し
ま
い
ま
す
。

消
防
局
で
は
５
月
５
日

ま
で
「
林
野
火
災
特
別
警

戒
」
と
し
て
、
広
報
活
動

や
山
火
事
に
備
え
た
訓
練

な
ど
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
「
た
ば
こ
の

ポ
イ
捨
て
は
絶
対
に
し
な

い
」「
指
定
さ
れ
た
場
所
以

た

外
で
キ
ャ
ン
プ
や
焚
き
火

を
し
な
い
」
と
い
っ
た
マ

ナ
ー
を
し
っ
か
り
守
り
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、
山
か
ら
上
が
る

不
審
な
煙
を
見
か
け
た
場

合
は
、
す
ぐ
に
１
１
９
番

通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

山
火
事
を
想
定
し
た

訓
練
を
実
施

山
火
事
の
消
火
活
動
を

迅
速
か
つ
的
確
に
行
い
、

被
害
を
最
小
限
に
す
る
た

め
、
実
戦
的
な
訓
練
を
行

い
ま
す
。

登
山
道
な
ど
に
も
消
火

ホ
ー
ス
を
延
ば
し
ま
す
の

で
、
通
行
時
は
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

��時
２
月
１５
日
�
１０
時
〜

１２
時��所

ら
く
ら
く
登
山
道（
な

る
か
わ
谷
〜
客
防
谷
付
近

一
帯
）◇

◇

�問
警
備
課

防
災
学
習
セ
ン
タ
ー
で

は
、
地
震
後
の
行
動
や
初

期
消
火
、
地
震
の
揺
れ
な

ど
を
実
際
に
体
験
で
き
ま

す
。
ま
た
、
防
災
知
識
も

学
べ
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

�時
９
時
３０
分
〜
１７
時（
受

付
は
１６
時
ま
で
）

※
月

曜
日
は
休
館
（
月
曜
日
が

休
日
の
場
合
は
翌
日
休

館
）。車
で
の
来
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

◇

◇

�所
�問
防
災
学
習
セ
ン
タ

ー
（
稲
葉
１
―

１
―

９
）

３
月
１
日
か
ら
春
の
全

国
火
災
予
防
運
動
が
始
ま

り
ま
す
。

春
は
空
気
が
乾
燥
し
や

す
く
、
火
の
燃
え
広
が
る

危
険
が
高
い
時
期
で
す
。

「
火
の
使
用
中
は
そ
の
場

を
離
れ
な
い
」「
お
出
か
け

前
・
お
や
す
み
前
に
は
必

ず
火
の
元
を
点
検
す
る
」

な
ど
、
警
戒
を
怠
ら
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

消
防
局
で
は
こ
の
期
間
、

火
災
予
防
の
た
め
広
報
活

動
や
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化

を
行
い
ま
す
。

ま
た
次
の
と
お
り
、
皆

さ
ん
に
防
火
意
識
を
高
め

て
い
た
だ
く
た
め
、
消
防

訓
練
や
消
防
フ
ェ
ア
を
開

催
し
ま
す
。

【
消
防
訓
練
（
中
消
防

署
）】��時３

月
１
日
�
１０
時
３０

分
〜
１１
時
３０
分

��所
ニ
ト
リ
モ

ー
ル
東
大
阪

（
西
岩
田
２
）

�問
中
消
防
署

【
消
防
フ
ェ

ア
（
西
消
防

署
）】��時３

月
１
日

�
１０
時
〜
１３
時

��所
市
役
所
本

庁
舎�問

西
消
防
署

市
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
で
の
訓
練

地
震
後
の
行
動
体
験

（
上
）
と
、
被
災
地
体

験
（
下
）

全
国
で
セ
ル
フ
式
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
増
加
と

と
も
に
利
用
者
の
誤
解
や

不
注
意
に
よ
る
事
故
も
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
乗
用
車
は
ガ
ソ
リ
ン

だ
ろ
う
と
思
い
給
油
し
た

が
、
実
際
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル

車
（
軽
油
）
だ
っ
た
」「
キ

ャ
ッ
プ
を
閉
め
忘
れ
て
走

行
し
、
燃
料
が
漏
れ
た
」

「
静
電
気
の
火
花
が
ガ
ソ

リ
ン
に
引
火
し
た
」
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
燃

料
を
こ
ぼ
す
と
車
の
塗
装

を
痛
め
る
だ
け
で
な
く
、

燃
料
が
タ
イ
ヤ
な
ど
に
付

着
し
て
ス
リ
ッ
プ
の
原
因

に
も
な
り
ま
す
。

セ
ル
フ
式
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
利
用
時
に
は
、
次

の
こ
と
を
守
り
事
故
を
防

止
し
ま
し
ょ
う
。

▽
給
油
す
る
油
種
を
し

っ
か
り
と
確
認
す
る

▽

給
油
機
の
静
電
気
除
去
パ

ッ
ト
に
触
れ
て
か
ら
給
油

を
開
始
す
る

▽
自
動
で

給
油
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
ら
、

そ
れ
以
上
入
れ
な
い

▽

給
油
キ
ャ
ッ
プ
を
し
っ
か

り
と
閉
め
る

�問
予
防
広
報
課

皆
さ
ん
、
消
防
団
を
知

っ
て
い
ま
す
か
。

消
防
団
は
、
消
防
組
織

法
と
い
う
法
律
に
基
づ
き

市
町
村
に
設
置
さ
れ
、
一

般
市
民
を
中
心
に
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
普
段
、
消

防
団
員
は
各
々
の
仕
事
を

し
て
い
ま
す
が
、
災
害
発

生
時
に
は
、
消
火
・
救
助

活
動
を
行
い
ま
す
。

東
大
阪
市
消
防
団
は
、

「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
が

守
る
�
」を
信
念
と
し
て
、

安
全
・
安
心
な
ま
ち
を
め

ざ
し
、
日
頃
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。休

日
に
消
防
団
員
が
訓

練
し
て
い
る
姿
を
見
か
け

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
消
防
団
員
は
、
い
つ

発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い

災
害
に
備
え

る

と

と

も

に
、
地
域
に

お
け
る
消
防

・
防
災
の
リ

ー
ダ
ー
と
し

て
市
民
の
安

全
・
安
心
を

守
る
と
い
う

重
要
な
役
割

を
果
た
す
た

め
、
休
日
な

ど
を
利
用
し

て
積
極
的
に

訓
練
を
行
っ

て
い
ま
す
。

毎
年
、
全
国
で
約
１
０

０
０
人
も
の
方
が
住
宅
火

災
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

中
で
も
就
寝
中
に
住
宅

で
発
生
し
た
火
災
に
よ
る

死
者
が
多
い
た
め
、
市
で

は
、
平
成
１８
年
か
ら
新
築

住
宅
に
、
平
成
２３
年
か
ら

は
既
存
住
宅
を
含
む
全
て

の
住
宅
に
対
し
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
を
条

例
で
義
務
化
し
ま
し
た
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

普
及
が
進
ん
で
か
ら
は
、

ア
ラ
ー
ム
音
で
早
期
に
火

災
に
気
づ
き
「
す
ぐ
に
避

難
で
き
た
」「
す
ぐ
に
初
期

消
火
で
き
た
」
と
い
う
奏

功
事
例
が
多
く
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
は
古
く
な
る
と
電

池
の
消
耗
や
部
品
の
劣
化

で
正
常
に
感
知
し
な
い
こ

と
も
考
え
ら
れ
、
設
置
後

１０
年
を
目
安
に
交
換
す
る

こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま

す
。新

築
住
宅
へ
の
住
宅
用

火
災
警
報
器
設
置
義
務
化

開
始
か
ら
１０
年
が
経
ち
ま

し
た
が
、
今
後
も
警
報
器

の
機
能
と
効
果
を
維
持
す

る
た
め
、
設
置
年
月
日
の

確
認
と
点
検
を
し
っ
か
り

と
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た

設
置
の
際
は
、設
置
年
月
日

を
本
体
に
書
い
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

�問
予
防
広
報
課

放
水
訓
練
を
す
る
消
防
団
員

給給油油ノノズズルルはは色色分分けけさされれてていいまますす

赤赤��レレギギュュララーー 黄黄��ハハイイオオクク 緑緑��軽軽油油
※セルフ式ガソリンスタンドで、利用者自ら
が携行缶へ給油することは消防法違反です。

近
年
、全
国
的
に
女
性

消
防
団
員
の
入
団
が
勧

め
ら
れ
、災
害
時
の
避
難

誘
導
や
避
難
所
で
の
支

援
活
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
活
躍
し
て
い

ま
す
。
消
防
団
に
は
、女

性
な
ら
で
は
の
活
動
も

多
く
、
学
生
や
主
婦
、働

い
て
い
る
方
な
ど
多
く

の
女
性
が
在
籍
し
て
い

ま
す
。
中
で
も
、
火
災
予

防
や
防
災
教
育
、
応
急
手

当
の
普
及
啓
発
な
ど
で
の

活
躍
は
目
覚
ま
し
い
も
の

が
あ
り
、
女
性
消
防
団
員

の
存
在
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

現
在
、
市
消
防
団
に
は

１０
人
の
女
性
消
防
団
員
が

在
籍
し
、
防
災
の
担
い
手

と
し
て
男
性
の
団
員
と
は

違
っ
た
観
点
か
ら
イ
ベ
ン

ト
や
防
災
訓
練
な
ど
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。

◇

◇

�問
総
務
課

消
防
職
員
が
立
入
検

査
時
に
確
認
し
た
重
大

な
消
防
法
令
違
反
を
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
し
、

建
物
利
用
者
も
知
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
「
公
表
制
度
」
を
４

月
か
ら
始
め
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
重
大

な
違
反
の
あ
る
建
物
】

飲
食
店
・
百
貨
店
な

ど
不
特
定
多
数
の
人
が

利
用
す
る
建
物
や
、
病

院
・
福
祉
施
設
な
ど
１

人
で
避
難
す
る
こ
と
が

難
し
い
人
が
利
用
す
る

建
物
の
う
ち
、
消
防
法

令
に
基
づ
き
屋
内
消
火

栓
設
備
、
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
設
備
、
自
動
火
災

報
知
設
備
の
設
置
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、設
置
さ

れ
て
い
な
い
建
物
で
す
。

【
公
表
の
方
法
】

消
防
職
員
が
立
入
検

査
で
違
反
を
確
認
し
、

建
物
関
係
者
に
違
反
を

通
知
し
た
日
か
ら
１４
日

が
経
過
し
て
も
是
正
さ

れ
な
い
場
合
、
消
防
局

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
違
反

が
是
正
さ
れ
る
ま
で
建

物
の
名
称
や
場
所
、
違

反
の
内
容
な
ど
を
公
表

し
ま
す
。

◇

◇

�問
予
防
広
報
課

正常をお知らせするメ
ッセージまたは火災警報
音が鳴ります。
♪ ピッ 正常です�
♪ ピーピーピー 火事
です�

心
肺
蘇
生
法
の
指
導
を

行
う
女
性
消
防
団
員

音が鳴らない場合は、電池がきちんとセッ
トされているか確認してください。
それでも鳴らない場合は、電池切れか故障
です。

平成２７年

１３６件

１０３件
（５１件）

１３件

０件

２０件

４人

３７人

４３件

１１件

６件

※速報値のため変動する場合があります。

平成２８年

１３７件

１０５件
（４９件）

１７件

０件

１５件

６人

２６人

２１件

１４件

１１件

火災件数

建物
（うち住宅関連）

車両

林野

その他

死者

負傷者

放火（疑いを含む）

たばこ

電気機器

種別

主な
原因

消防団の主な活動

消防出初式

春の全国火災予防運動

恩智川水防事務組合水防訓練

大和川水防・大阪府地域防災総合演習

中河内地区支部消防総合訓練

大阪府消防大会・消防操法訓練大会

秋の全国火災予防運動
東大阪市総合防災訓練

歳末火災特別警戒

※このほか、府立消防学校の研修や各地域での訓練などがあります。

１月

３月

４月

５月

７月

９月

１１月

１２月

速報

平
成
２８
年
火
災
概
況

地地域域密密着着でで活活動動�� 消消防防団団
市民のため 地域のために

女女
性性
消消
防防
団団
員員
もも
活活
躍躍

春の全国火災予防運動

３月１日～７日

火災原因
第１位

放 火

住
宅
用
火
災
警
報
器

設
置
後
１０
年
を
目
安
に
交
換
を

×

火火災災警警報報器器のの動動作作確確認認方方法法

○

ママナナーーをを守守っってて山山火火事事防防止止��
林林野野火火災災特特別別警警戒戒

ひもを引くボタンを押す
今
年
４
月
１
日
か
ら

セセルルフフ式式ガガソソリリンンススタタンンドド

正しい利用を�

災
害
を
体
験
し
て
み
よ
う
�

消
防
法
令
違
反
の
建
物
を
公
表

防
災
学
習
セ
ン
タ
ー

地地震震のの備備ええはは
ででききてていいまますすかか？？

（２）平成２９年２月１５日東 大 阪 消 防 広 報平成２９年２月１５日（３）
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ところ

中消防署

東消防署

中消防署

東消防署

西消防署

中消防署

防災学習センター

東消防署

西消防署

中消防署

東消防署

西消防署

※１ 救命入門コース（１時間３０分）は１０歳以上の方が対象です。小学生は保護者が同伴してください。
※２ 上級救命講習（８時間）は一定の頻度で応急処置などの対応をすることが想定される方が対象。

講習会種別

普通救命講習

普通救命講習

救命入門コース（※１）

普通救命講習

普通救命講習

普通救命講習

上級救命講習（※２）

普通救命講習

普通救命講習

普通救命講習

普通救命講習

普通救命講習

講習日時

１８時～２１時

１３時～１６時

１０時～１１時３０分

１８時～２１時

１３時～１６時

９時～１２時

９時～１７時

１３時～１６時

１３時～１６時

１３時～１６時

９時～１２時

１３時～１６時

４月１０日�
５月１３日�
６月１８日�
７月１０日�
８月１２日�
９月１７日�
１０月１４日�
１１月１１日�
１２月１７日�
１月２８日�
２月１０日�
３月１８日�

平
成
２９
年

平
成
３０
年

���������������������������������������������
�
�
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市消防局から情報発信しています！

火災情報

市内で発生して
いる火災の情報を
案内しています。
072(966)9991

Facebook

消防局のイベン
ト情報などを随時
掲載しています。

ウェブサイト

消防局の最新情
報や申請書の様式
などを掲載してい
ます。

☆いずれも１０時～１６
時５０分（２日目は
１６時４０分まで）。２
日とも受講しなけ
れば、修了証は交
付できません

申込期間

４月１０日�～２８日�
７月３日�～２１日�
１０月１６日�～１１月２日�
１月１５日�～２月２日�

講 習 日

５月１５日�・１６日�
８月７日�・８日�
１１月２０日�・２１日�
２月１９日�・２０日�

平成２９年

平成３０年

もしものときの問合せ先

◇救急車を呼ぶかどうか迷っている
�救急安心センターおおさか
医師や看護師が、急な病気やケガの緊急性に関する助言、

症状に応じた救急病院の案内、応急手当の助言など、救急医

療相談に対応します。緊急性の高い相談には直ちに救急車を

出動させます。

＃７１１９（携帯電話・プッシュ回線）《２４時間３６５日対応》
０６（６５８２）７１１９（全ての電話で利用可能）《２４時間３６５日対応》
※緊急時は、迷わず１１９番へ通報してください。健康・介護相

談や現在かかっている病気の治療方針、医薬品に関する相

談には対応できません。

◇大阪の医療機関を探したい
�大阪府救急医療情報センター
０６（６６９３）１１９９《２４時間３６５日対応》

◇夜間の子どもの急病時、病院に行ったほうがいいのか迷ってし
まう…
�小児救急電話相談
小児科医の支援で、看護師が相談に応じます。

＃８０００（携帯電話・プッシュ回線）《毎日２０時～翌８時》
０６（６７６５）３６５０（全ての電話で利用可能）《毎日２０時～翌８時》
※緊急時は、迷わず１１９番へ通報してください。

◇夜間、休日の歯科診療は…
�大阪府歯科医師会館 休日・夜間緊急歯科診療所（大阪市天
王寺区堂ヶ芝１―３―２７）

�夜間緊急歯科診療所
０６（６７７４）２６００《毎日２１時～翌３時》

�休日緊急歯科診療所
０６（６７７２）８８８６《日曜日・祝休日・年末年始１０時～１６時、受

付は９時３０分から》

◇化学物質、医薬品、動植物の毒などによる急性中毒が起きてし
まったときは…
�中毒１１０番
（公財）日本中毒情報センター

０７２（７２７）２４９９《２４時間３６５日対応》

◇たばこを誤って飲んでしまったときは…
次のときはすぐに病院で診療を受けてください。 �たばこ
が浸かっていた水を飲んだ �２�以上たばこを食べた �何
らかの症状が出ている

�たばこ専用電話
（公財）日本中毒情報センター

０７２（７２６）９９２２《２４時間３６５日対応、テープによる情報提供》

小児救急支援アプリは、子どもの

病気やケガで「救急車を呼んだほう

がいい？」「近くの医療機関はどこ？」

など困ったときに、緊急性を判断し、

症状に応じて近くの医療機関（大阪

府内）を地図に表示してくれるスマ

ートフォン用アプリです。

また医療機関のほか、救急安心セ

ンターおおさかや１１９番などにワンタ

ッチで電話をかけることもできます。

ダウンロード方法

App Store またはGoogle play から「小児救

急支援」で検索するとダウンロードできます。

利用時の注意点

緊急時は迷わず１１９番で救急車を要請してください。

受診前には必ず医療機関に電話して受診できることを確認してください。

�問警備課

■ 救命講習会（一般公募による救命講習会）
☆変更する場合があります

�対市内在住・在勤・在学（いずれか）の方
�定各３０人程度（申込先着順）
�内	応急手当の必要性 	人工呼吸と胸骨圧迫の方法（心肺蘇生法） 	ＡＥＤ
（自動体外式除細動器）の使用方法 	止血法 など

�申各開催日の１か月前～１週間前の９時～１７時３０分に電話で（土・日曜日、祝
休日を除く）

申込み先・�問	普通救命講習、救命入門コース
東・中・西消防署 	上級救
命講習
警備課

表の日程以外でも１０人以上の参加が可能な場合、相談に応じて随時講習会

を開催します。また、職員が出向いて開催することもできます。

東大阪市消防局連絡先一覧

東大阪市消防局（稲葉１―１―９）………………………�０７２（９６６）９６６９
総務部総務課…………………………………………０７２（９６６）９６６０

総務部人事教養課……………………………………０７２（９６６）９６６１

警防部予防広報課……………………………０７２（９６６）９６６２～９６６３

警防部警備課…………………………………………０７２（９６６）９６６４

警防部通信指令室………………０７２（９６６）９６６５、�０７２（９６６）８８８４
防災学習センター………………０７２（９６６）９９９８、�０７２（９６６）９９９０
東消防署（鳥居町３―３）……………０７２（９８３）０１１９、�０７２（９８５）６５０３
中消防署（稲葉１―１―９）……………０７２（９６６）０１１９、�０７２（９６６）６４６５
西消防署（御厨栄町３―１―４１）………０６（６７８８）０１１９、�０６（６７８８）１３７４

■ 防火管理講習会

�所防災学習センター
�定各９０人（申込先着順）
�内消防法第８条に定める甲種防火管理者の資格を取得するための講習会
�料４５００円
�申申込書を各申込期間の９時～１７時３０分に直接（土・日曜日、祝休日を除く）
※申込書は消防局ウェブサイトからダウンロード可。

申込み先・�問東・中・西消防署
�問予防広報課

●記号の見方 �時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �料料
金（表示のないものは無料） �申申込方法 �問問合せ先

小小児児救救急急支支援援アアププリリ
緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍����������������������������������������������������

救命講習会・防火管理講習会学びませんか

（４）平成２９年２月１５日平成２９年２月１５日東 大 阪 消 防 広 報


